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ι;主 Lニ 注う

東京都立教育研究所長 真野宮雄

子どもたちに豊かな人間性をはぐくむことは、学校教育にたずさわる者はもちろん

ですが、保護者、都民のすべての人々の願いです。

しかし、子どもたちの生活の現状では、ゆとりのない生活、社会性の不足や倫理観

の問題、自立の遅れ、健康・体力の問題などの課題が山積し、学校生活をめぐる状況

においても、深刻さが増大しています。このことは、中央教育審議会の答申において

も指摘されているところです。

こうした問題を克服し、子どもたちが心豊かで生きがいのある生活を送れるように

するために、東京都では、最近の思春期の子どもたちに見られる問題行動やその背景

を探りながら、問題行動の解決に向けた方策を求めて、子ども、保護者、教師、専門

家と連携・協力しながら対応策を検討してきました。

その一環として、都立教育研究所では、プロジェクトチームを組織し、平成 10年

度から、子どもたちの衝動的・攻撃的な問題行動と授業妨害・拒否 n、わゆる「学級

崩壊」に発展する可能性のある子どもたちの行動)の研究を進めてきました。

この研究では、子どもたちの「イライラするJ IキレるJ Iムカつく」などの言葉

で表現される「揺れ動く心」の実態を、心理と生活の面から把握し、その背景を探る

ようにしました。また、保護者への意識調査及び教師への意識調査や学校の事例を基

にして、その対応策を考えてきました。

この研究は、 2年計画の 1年目に当たるものですが、問題解決には、学校と保護者

の協力が不可欠であるとの認識から、第 5章では、 「学校と家庭への提言」及び「学

校への提言」を 10項目にわたって示しました。平成 11年度には、学校と地域社会

との連携にも視野を広げ、学校・家庭・地域社会の連携・協力によって、子どもたち

がすこやかに成長できるよりよい方策を、研究の中から見いだしていきたいと考えて

います。

本書が、多くの学校関係者や保護者の方々に活用され、子どもたちの心豊かな成長

への一助となれは幸いです。
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研究の基本的な考え方

今、学校は、子どもの衝動的で攻撃的な問題行動や担任の授業を含めた日常の指導が成り立

たない学級経営の問題で悩むなどの事態に直面している。これらの問題に対して、学校は、問

題行動を起こす子どもたちの出すサインが読み取れなかったり、子どもと教師の信頼関係がな

かなか回復しなかったりするなどの実態がある。

このような事態を一刻も早く打開し問題解決を図ることは、子どもの教育に携わる学校、家

庭、地域社会にとって緊急かっ重要な課題である。

都立教育研究所では、学校とともに問題解決に当たるために、これらの問題を「衝動的・攻

撃的な行動J r授業妨害・拒否」とし、背後に子どもたちの「揺れ動く心」があると考え、そ

の実情や背景を探るとともに、問題解決の方策を明らかにすることをねらいとして、 2年間の

研究を進めることにした。

1 研究の内容・方法

(1 )研究主題

子どもたちの揺れ動く心と学校の在り方

(2) 研究主題笠定の理由

複雑で多様化した社会で育ってきた子どもたちには、 「衝動的・攻撃的な行動」をとったり、

「授業妨害・拒否」を起こしたりする等、大人の予想を越えた行動が見られ、その内面を推察

することが難しくなっている。現代の子どもたちの心には、人間関係の不調からくる情緒不安

定や孤独感があり、依存性や自己中心性等の傾向も少なからず見られ、常に揺れ動いている。

こうした子どもたちの揺れ動く心は、問題行動として顕在化した子どもたちに限らず、集団

の中で多くの子どもに見らる。このことは、昨年度までの「いじめ問題」特別研究の中でも確

認できた。

そこで、本研究では、子どもたちの「揺れ動く心」に焦点を当て、それを「イライうする、

ムカつく、キレるなどの言葉で表現される感情や行動の背景にある不安定な心」ととらえ、行

動と合わせて、その実情と背景を探るとともに、家庭、地域社会との連携を視野に入れ、問題

解決のための学校の在り方を問い直すことをねらいとして研究主題を設定した。

(3) 研究のねらい

ア 衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などの問題の背後にある子どもたちの「揺れ

動く心」のありょうを解明する。

イ 子どもたちの「揺れ動く心」に対応し、問題行動を防止するための方策を探る。

ウ 子どもたちが個性・能力等を十分に発揮し、心豊かな生き方ができるよう、家庭及び

地域社会と連携・協力した学校の在り方を提言する。
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(4) 研究の構造

ア平成10年度

A 【行動と心理の把握】 B【具体的な対応】 C 【学校と家庭・地域社会の連携】

-子どもたちの揺れ動く 「衝動的・攻撃的な行 -子どもたちの生活の特徴

心をとらえる視点 動」、 「授業妨害・拒 -イライラ感の高い子どもたちの生

(イライラ感と心性) 否」に対する教師の意 活の特徴

-子どもたちの揺れ動く 識 -保護者が考える子どもたちの行動

心の実態 -学校の具体的な対応 の原因とその対応

-心が揺れ動いた時の子

どもたちの対処の仕方

4 4 品。子どもたちの揺れ動く心の実態を明らかにし、学校での指導の在り方を探る。

イ 平成11年度

A 【行動と心理の把握】 B 【具体的な対応】 C 【学校と家庭・地域社会の連携】

-子ども一人一人に応じ -子どもの心をはぐくむ -学校と家庭・地域社会の役割と連

た対応の在り方 指導内容・方法 携

ι 4 4 。出番と居場所のある学校をどのようにつくるか(教育計画・授業改善)

0 家庭や地域社会で、子どもの居場所をどのようにつくるか(家庭・地域社会の役割)

(5) 研究の組織

都立教育研究所全所をあげ、教育庁指導部、都立多摩教育研究所の協力を得ながら下図のよ

うな組織で研究を進めた。下図のアには、教育庁指導部、都立多摩教育研究所、ウには都立多

摩教育研究所の委員が含まれている。

ウ IA部会 【子どもの心理の把握】

イ 推進統括会 推|

進 IB部会 【事例分析及び教員の意識の

委| 把握】

員一

会 Ic部会 【子どもの生活実態と保護者

の意識の把握】
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2 本報告書の構成

本報告書は、 l年次の研究をまとめたものであり、 5章構成になっている。それぞれの章の

内容と関係は下図のとおりである。

第 1章調査研究

・子どもたちの揺れ動く心をとらえる

視点(イライラ感とその心性)

第2章調査研究

・子どもたちの生活の特徴

-子どもたちの揺れ動く心の実態

・イライラ感の高い子どもたちの生活の

特徴

-心が揺れ動いた時の子どもたちの対ト一一→!・保護者が考える子どもたちの行動の原

処の仕方 | 因とその対応

調査対象 | 調査対象

小学校 i 校 ~"'Ô 年生 中学校 1校1"'3年生 小学校 i校 ~ '" o年生 中学校 4校1"'3年生

計2，332人 計1， 950人

幼程圏 』園の保護者

小学校 i校1'" O年生の保護者中学校 4校1"'3年生の保護者

計2，122人

第 3章調査研究・事例研究

・iA 衝動的・攻撃的な行動J iB 授業妨害・拒否」

に対する教師の意識

-学校の具体的な対応

調査対象

幼推園、小学校、中学校、高等学校、音・ろう・養護学校の教員 (A 383人 B 360人)

第4章事例研究

」ー→i・学校(園)は家庭・地域社会とどのように連携したらよトー一

、¥台、

第5章提言と今後の課題

本報告書は、第 1章、 2章の調査デ 夕、第 3章、 4章の事例及びその対応等を個別に抽出

して活用できるように編集しである。各学校において「衝動的・攻撃的な行動」や「授業妨

害・拒否」の問題解決に向けての研修会等で有効に活用されることを期待している。
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第1章子どもたちの心は、どのように揺れ動いているか

本章では、子どもたちの揺れ動く心の実態をとらえ、その様相を検討した上で、心が揺れ動

いた時に子どもたちはどのように対処し、その対処がどのように解消につながっているのかを

明らかにする。また、そのことにより、衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否をする子ども

たちの心の様相についても迫る。

1 子どもたちの揺れ動く心をとらえる視者

ここでは、揺れ動く心の実態をとらえるために、最近の子どもたちが落ち着かなくなったり、

不安定になったりした時などに、 「イライラするJ 1"ムカつく J 1"キレる」等の言葉で自分の

気持ちを表現することが多いことに焦点を当てて検討することにした。このような言葉で表現

される不安定な感情は、衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否の問題と関連が深いと考えら

れ、他の調査研究でも指摘されている。1"イライラするJ 1"ムカつく J 1"キレる」という言葉

で表現される子どもの感情については、それぞれ個々に検討している研究も多いが、この研究

ではこれらの感情が子どもたちの中では未分化な状態にあると考え、これらを総称して“イラ

イラ感"と命名し、検討を行った。そして、イライラ感には様々な心性が影響していると思わ

れ、それらを分析することで揺れ動く心をより深くとらえたいと考えた。

先行研究および教育現場においては、最近の子どもたちについて、耐性の不足、社会性の欠

如、規範意識の低さ、そして自己中心性などが指摘されている。日頃、教育相談の中でも、こ

れらの問題が衝動的・攻撃的な行動や授業防害・拒否をする子どもたちにかかわっていると感

じることは多い。しかし、一方では、これらの子どもたちの内面に触れる時に、不安・抑うつ

感、こだわり感の高さや、自己肯定感の低さがあると感じることも多い。例えば、集団場面で

は衝動的・攻撃的な行動が目立つ子どもたちが、一対ーの場面では非常に用心深く、怖がりで

あったり、寂しさや孤独感を抱いていたりする姿に出合うことがある。また、これらの子ども

たちは、自分の思いどおりに物事が運ばないと、 「すべてがうまくいかなしリという思いにか

られ、不安が高まり、 「どうせ自分はだめなんだJ 1"どうせ自分はみんなから嫌われているの

だから」と自分を否定する気持ちが強くなってしまう姿が見られる。

これらの不安・抑うつ感、こだわり感、自己肯定感などの心性は先に述べた耐性、社会性、

規範意識などを育成する上でも基盤となりうる心性であると考えられる。そこでこの研究では、

イライラ感を助長する心性として“不安・抑うつ感"と“こだわり感"を、イライラ感を抑制

する心性として“自己肯定感"を、分析の視点とした。

さらに上記のように個々の子どもの揺れ動く心の内面に着目することに加え、学校、学級と

いう集団場面において、周囲の子どもたちを巻き込んで問題行動がエスカレートしてし、く様相

を“集団の影響性"としてとらえ、視点に加えた。昨年度円、じめ問題」特別研究で『いじめ

について、一人一人ではよくないこととして認識しているが、集団の中ではいじめる側に加担

してしまったり、見て見ぬふりをする子どもたちがいたりする』など、個人では善悪の判断が

つくことも、集団の中では集団の動きに引きずられてしまうということが明らかになった。衝
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動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否をする子どもたちについても同様のことがあるのではな

いかと考え、集団の影響性について取り上げることにした。

以上の 4つの視点が、イライラ感とどのような関連があるか、 「子どもの心理と行動に関す

る調査」を実施し (p.24--26資料参照)、その結果を分析・検証した。

2 子と‘もたちの揺れ動く心の実態

(1 ) イライラ感

ア イライラ感は学年衝すとともに高まり、特に小判交5年生と中学牧2年生で高くなる

イライラ感については、子どもたちのイライラしたりムカついたりキレたりする対象や行動、

感情について、様々な場面を想定し、 「子どもの心理と行動に関する調査」の14項目でとらえ

た (p.24、25参照)。その結果を個々の子どものイライラ感として得点化し、学年ごとの平均

点を出し、イライラ感の学年別傾向を見た。

表 1より、イライラ感は小学生より中学生に高かった。学年別に見ると、学年進行につれて

イライラ感は漸増しており、特に小学校 5年生と中学校 2年生で顕著な高まりを見せている。

中学生という時期は、自我の目覚めや性的成熟などの思春期を特徴づける変化が顕著となり、

依存と自立の葛藤の中で揺れ動き、心身ともに不安定で、不登校やいじめなどの様々な問題行

動が多発する時期である。特に、中学校 2年生では進路選択のことなども視野に入り、イライ

ラ感の高まりを見せている。日ごろの教育相談場面でも、中学生期の特徴として同様のことを

痛感している。今回の結果もそれを裏付けるものといえよう。

また、小学校高学年期は前思春期ともいわれ、心身ともに不安定な思春期の特性が表れ始ま

る時期である。特に、小学校 5年生どろから身長や体重が急激に増大し始め、二次性徴といわ

れる様々な性的成熟の徴候が表れてくる。そして仲間集団もかなり固定化され、女子における

グループ内の親密さを競う争いやグループ間での対抗意識、男子における小集団内の連帯意識

がいじめに発展することを、昨年度の「いじめ問題」特別研究の中で報告した。このように、

小学校高学年の時期が、子ども自身にとっても、また子どもを取り巻く状況にもストレスの原

因が重なり、イライラ感が高まる時期として、指導上留意することが求められる。

表 1 イライラ感(0点"'28点)の平均点

イライラ感

1%水準で有意差あり (注)

(注)料で表した fl%水準で有意差あり J とは、 2群の平均値に統計的に有意な差があると認

められたものを示す。例えば、小学生と中学生の 2つの群の平均値 8.68 と10.14の聞には、

有意な差が認められるということである。この章の以下の表中の料も同様の意味である。
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イ 子どもたちは対人間系の中でイライラすることが多い

質問紙調査の中で、 「最近(ここ 1か月くらいで)、あなたがムカついたり、イライラした

り、キレたことがありますか」と質問した。

その結果、それらの有無に関しては、小学生、中学生共に、ほぼ半数の子どもたちが「あっ

た」と回答している。最近報告された調査(文部省の教育白書、 NHKの世論調査などでは 8

割から 9割が「あった」と回答している)と比較すると、同様の結果ではない。これは時期を

「ここ 1か月」と限定したことと、設問構成や回答の仕方など調査方法の違いによるものであ

ると思われる。

次に、自由記述からイライラする状況の具体的な場面を見ると、図 1より、小・中学生共に

対人関係の中でイライラすることが多い。対人関係の中では友達関係が最も多く、次いで家族

関係であった。教師との関係は小学生ではごく少なかった。家族関係の中では、小学生の場合

は兄弟姉妹関係が多いのに対し、中学生になると保護者との関係が多くなっている。対人関係

以外では、勉強に関することが多かった。

図 1 イライラしたことの対象(複数回答)

小学生
693人

中学生
515人

口百 10首 20弛 30% 40首 50唱 60% 70首 80% 90首 100% 

-友達 国家族 口先生 白対象不明 回勉強 口その他
l 対人関係に関するもの一一一一」

ちなみに、表 2より「子どもの心理と行動に関する調査」の設問Eの項目で、対人関係にお

けるムカつく対象についてみると、自由記述の結果と同様に、小学生、中学生共に「友だちに

ムカつく(腹が立つ)Jと感じていることが多い。次いで小学生は家族、そして先生の順であ

り、中学生は先生、家族の順であった。小学生、中学生は友達関係の中でイライラ感を募らせ

ている様子がうかがえる。

表 2 イライラ感の対象別項目(0点'"2点)の平均点

全体 小学生 中学生

友だちにムカつく 0.841 opJ斗 0.88斗
** -ー本*

先生にムカつく 0.63*? 0.79 ** 

家族にムカつく 0.63 J 0.56 J 0.72 J 

最も多かった友達関係について、自由記述から具体的に見ると、小学生では「友達が約束を

守らなかったJ r友達に嫌なことを言われた」、中学生では「何度注意しでも友達が授業中に
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騒ぐJ I友達と遊んでいて一人がふてくされて、いやいや遊んでいるような態度をとる」など

と子どもたちは様々な友達への思いを語っている。

家族関係については、小学生で、は「何もしてないのにお兄ちゃんに嫌がらせをされたJ I勉

強の時に妹がうるさかった」などと、兄弟姉妹関係の問題が多い。一方、中学生では「親に勉

強しろと、くどくど言われたJ I親が友達のことを悪く言った」などと、この時期の特徴であ

る親の干渉を排除しようとする意識がイライラ感につながっている様子がうかがえる。

先生との関係では、小学生では「先生の接し方が気に入った人とそうでない人との差が激し

しリ、中学生では「学級の皆が騒いでいる時に先生が注意しないJ I先生が自分の意見しか言

わなくて人の話を聞いていない」などの、指導に対する批判の記述が多い。

以上、イライラ感について、学年別傾向や、その対象や内容について概観してきた。さらに

イライラ感の高い子どもの群と低い群を比較し、イライラ感の高い子どもたちの傾向や特徴を

とらえ、それにより衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否をする子どもたちの心の様相に迫

ることにしfこ。

イライラ感の高い群と低い群 一群分けの基準

イライラ感は「子どもの心理と行動に関する調査」の14項目 (p.24、25参照)で調査し

その合計得点は最低が O点で最高が28点になり、全体の平均点は 9.4点である。

イライラ感

イライラ感の高い群と低い群の特徴

を見るために、平均点から両側に 1標
人 イライラ感の低い群

準偏差を越える得点の子どもたちで群 180 

を構成し、 16点以上の子どもをイライ 140 

ラ感の高い群、 3点以下の子どもをイ 100 

ライラ感の低い群とした。この両群の 60 

比較から、イライラ感の高い子どもの

特徴をとらえることにした。

(2) イライラ感に影響を与える心性

40 

20 。

(509人)

3 9.4 16 

(平均)

28 
占

ここではイライラ感に影響を与える心性として、不安・抑うつ感とこだわり感、自己肯定感

を取り上げ、イライラ感の高い子どもの特徴を中心に、調査結果について述べる。

ア イライラ感の部、子どもは不安・抑うつ!動痛い

「子どもの心理と行動に関する調査」では、 “不安・抑うつ感"を『何となくうまくし、かな

い.11 Ifいつもせかされている.11 If元気がなく、落ち込んでいる』などの気持ちとし、 10項目で

とらえた (P.24、25参照)。その結果、不安・抑うつ感については、表 3より校種による差は

見られなかった。このことから不安・抑うつ感という心性は調査対象のどの年齢段階の子ども

にもあり、発達に伴って変化していくものではないと言える。

一 10- 、、



表3 不安・抑うつ感(0点'""20点)の平均点

全体 小学生

7.59 

中学生 11イヲイ7感の高い群|イライラ感の低い群

不安・抑うつ感I 7.68 7.78 10.46 ** 5.61 

また、イライラ感の高い群は不安・抑うつ感が高いという結果であった。質問項目別に見る

と、図 2より、イライラ感の高い群に「疲れている感じがするJ rやらなくてはいけないこと

が多すぎるJ rいやなことがおきそうな気がする」ことを「よくある」と回答した子どもが多

かった。イライラ感の高い子どもは気分が落ち込んだり、何かに追われているような感じをも

っていたり、漠然とした不安を感じていたりという傾向が強いことが考えられる。

図 2 不安・抑うつ感の項目別回答率(抜粋)

疲れている感じがする

やらなくてはいけないことが
多すぎる

イライラ感高群

イライラ感低群

イライラ感高群

イライラ感低群

いやなことがおきそうな気がする イライラ感高群

イライラ感低群

《事例にみられる不安・抑うつ感》

/一一一弘前--由--'--'r'" “一 「 品自由蜘-一向明

義綴幾重39.3織機態電 1111309;111 J 23.7 IJ 

2!I::M 111135.811111 55.3 IJ 
0% 20% 40% 60% 80見 100也

図よくある 固ときどきある ロない

平均点

1.60** 

0.92 

1.58紳

0.91 

1.16** 

0.54 

小学校 4年生のA男は、授業中自分が挙手していたが、担任が他の子どもを指名したこ

とに腹を立て、机や椅子を蹴り、担任が止めようとすると暴言を吐いた。運動会の練習中

にも短距離走で 1番になれなかったことを悔しがり、 1番になった子どもを追いかけ、叩

こうとした。一方この頃から、休み時間に活発に遊んでいたサッカーでも元気がなくなり、

教室から一人で、校庭を見ていることもあった。

母親の話では、家では、はしゃいでいたかと思うと急にふさぎ込んだり、好きだったゲ、

ームも「何だか楽しくない」と言ってあまり手を出さなくなったという。また、 A男は小

さい頃から、遠足や学芸会等の行事の前になると腹痛を訴える子どもで、 4年生になって

からはそれが頻繁になっていることも分かった。

本事例において、表面的にはA男は、競争に勝てない悔しさからくるイライラ感を攻撃的な

行動で発散するといった、自己中心的で、幼い面のある子どもととらえられる。しかし、 A男の

内面に目を向けると、行事の前になると不安や緊張を感じやすく、腹痛を訴えるなどの身体症
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状が出やすい傾向をもっていることや、何となくふさぎ込んだり、何をやっても楽しくないと

感じたりするなど、軽い抑うつ感情を抱えていることがうかがえる。

このことから、 A男に対しては、不安や緊張を感じると攻撃的な行動に出やすい傾向を把握

した上で、不安や緊張を和らげる対応をしたり、前もって不安になりやすい場面を予測して対

応したりすることが求められる。例えば、経験したことのないような新しい場面で不安を感じ

やすい子どもであるならば、本人の不安を和らげるために、初めて臨む行事等の準備の段階に、

十分に時間をかけて対応するようにしたい。

また、教師が子どもと一対ーでかかわることによって、子どもが教師に対して信頼感をもち、

心理的に安定して過ごせる状況が整えられれば、衝動的・攻撃的な行動を予防することができ

る。

イ イライラ感の郎、子どもはこだわり!動痛い

「子どもの心理と行動に関する調査」では、 “こだわり感"を『きちんとしないと気がすま

ない.!J r自分の思いどおりにし、かないと我慢できない』などの気持ちとし、 9項目でとらえた

(p.24、25参照)。その結果、こだわり感については、表 4より校種による差が見られなかっ

た。これは、こだわり感は学年によってさほど変化するものではないという結果と言える。

表4 こだわり感 (0点"""18点)の平均点

全体

乙だわり感I 9.31 

小学生

9.42 

中学生 11イライ7感の高い群|イライラ感の低い群

9.17 10.20 本* 8.63 

また、イライラ感の高い群は、こだわり感が高い傾向がある。質問項目別に見ると、図 3よ

りイライラ感の高い群では、 「計画通りに進まないとイライラするJ I何かをするとき、失敗

しなし、か気になるJ Iちょっとうまくいかないと、やめてしまう」ことが「よくある」と回答

図3 こだわり感の項目別回答率(抜粋)

平均点

計画通りに進まないとイライラする イライラ感高群 1.35** 

0.53 

何かをするとき、
失敗しなし、か気になる

ちょっとうまくいかないと、
やめてしまう

イライラ感低群

〆 …-_.γ- ご i::._!

イライラ感高群 |翻騨醸44.4醐臨調11H 138.5 11111 1 17.1UI 

イライラ感低群 除3.2塑111111115川ll!111 23.8~j 
1.27** 

0.99 

イライラ感高群 島品ihilljiihiJiiii干-Z1098榊

イライラ感低群 p11113:.5 11111 63.1- 帳 0.41 

図よくある 回ときどきある ロない
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した子どもが多かった。イライラ感の高い子どもは、自分の思いどおりにしたいという意識が

強く、こだわり感が高いことがうかがえる。一方、イライラ感の低い群では、まじめだったり

凡帳面であったりするという傾向の項目に「よくある」と回答している子どもが多く、こだわ

り感の項目にはこの 2側面が含まれていることが分かった。

《事例にみられるこだわり感》

小学校 5年生のB男は、野球の試合中に自分が三振になると、突然持っていたバットを

ピッチャーに向けて放り投げ、 「オレのせいじゃねえよ」と叫び、 「汚ねえんだよ」と審

判に向かつて唾を吐き捨て、騒ぎたてた。他の児童が止めてもやめず、試合を中断してし

まった。また、図工の授業で木版画を作っているときに、彫刻万がすべって、削るつもり

のない所を削ってしまうと、怒りだして作品を放りだしてしまった。

日頃の担任の観察によると、 B男は勉強では優れた面が見られる一方、完ぺき主義で、

自分のやったことにいつも満足できず、ちょっとうまくし、かないことがあると、それにこ

だわり、イライラ感を募らせている様子が見受けられる。

B男は、試合に負けそうになったり、図工で失敗したりすることをきっかけに、衝動的・攻

撃的な行動をとっている。その行動の背景にある B男の心性には、思いどおりにし、かないと、

気がすまないというこだわりがあり、自分のこだわりの強さのためにイライラ感が高まり、学

習が円滑に進まなくなってしまったと思われる。

B男のように、負けず嫌いであったり、完ぺき主義的であったりする子どもは、教師から見

ても、その子どもが何にこだわるかが分かりやすいが、中にはその子どもなりのこだわりがあ

っても、周囲からは分かりにくいことがある。教師は、.子どもがどのようなこだわりをもった

時に衝動的・行動的な行動に至るかを把握しておく必要がある。

ウ イライラ感の高い子どもは自己肯定感が低い

「子どもの心理と行動に関する調査」では、 “自己肯定感"を『ありのままの自分を受け入

れられる~ ú"周りの人に支えられていると感じる~ u"自分にもとりえがあると思える」などの

気持ちとし、 9項目 (p.24、25参照)でとらえた。その結果、自己肯定感については、表 5よ

り小学生に比べて中学生の方が低かった。これは思春期の特性として、乗り越えるべき課題の

多さや理想と現実のギ、ヤップについて実感するようになり、自己への厳しい評価をする傾向が

強まるためと考えられる。

表 5 自己肯定感(0点.......18点)の平均点

体
一
兜

全
一

7感定肯己白山

小学生 中学生 11イライラ感の高い群|イライラ感の低い群

8.51 本* 7.35 6.71 ** 9.03 

また、イライラ感の高い群は、自己肯定感が低いという結果であった。質問項目別に見ると、

図4よりイライラ感の高い群は、イライラ感の低い群に比べて、 「わたしはうちの人に大事に
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されていると思うJ r先生はわたしのことを理解してくれるJ rわたしは自分のことが好きだ

と思う」ことを「よくある」と回答している子どもが少なかった。イライラ感の高い子どもは、

他者に理解されたり支えられたりしているという感じが薄く、ありのままの自分を受け入れら

れる気持ちがもちにくい状態であると考えられる。

図4

わたしはうちの人に大事にされて
いると，思う

自己肯定感の項目別回答率(抜粋)

j「一一，---，----r--~----r_--._--_，--~一一寸

先生はわたしのことを理解して
くれる

イライラ感高群圏17.0・111111111157.411111111111 25.6 院0.91林・・・.43.3・・・111111111150.411111111116.30;イライラ感低群， 一一←:!!;1.37 

わたしは自分のことが好きだと思う イライラ感高群 0.71** 

1.08 

-よくある 固ときどきある ロない

《事例にみられる自己肯定感》

小学校 4年生のC男は授業中立ち歩くことが多く、他の子どもの邪魔をして歩く。時に

は教室から外へ出て行ってしまうこともある。また教室の窓やロッカーの上にのぼって飛

び下りたりするのを、担任が制止すると、叩いたり蹴ったりしてくる。家庭では、兄は成

績がよく、弟のC男への期待もあり、母親が勉強のことをいつも言っている。

ある時、担任がC男が落ち着いているときに話をすると、 「どうせぼくはだめなんだか

ら」という言葉が返ってきた。担任は、 C男に自信をもたせたいと考え、 C男は絵が得意

なことから、教室の掲示物を作る手伝いを頼み、学級の友達から認められる場面を作った。

そのことをきっかけに、 C男の問題行動は少しずつ減り始めた。

子どもたちの様々な問題行動の背後には、 「どうせぼくはだ、めなんだ」とか、 「勉強やいろ

んなことが友達のようによくできないJ rお父さんやお母さんは、ぼくのことは嫌いなんだ」

などと、自分を否定的にとらえている子どもの姿が見られる。 C男の場合も自己肯定感の低さ

がイライラ感に影響を与えていることが分かる。本事例において、 C男は認められ褒められる

ことによって問題行動が減少しているが、それは教師によって支えられることにより、自分を

受け入れることができて、情緒的に安定したことによるものと考えられる。

中学生になると、周囲の大人に褒められることだけで容易に自己肯定感が高まるとは思えな

しかし、周囲の大人が自分のことを気に掛けていてくれる、自分は理解されていると思え

るようなかかわりがあれば、子どもは心理的に支えられていると感じることができ、イライラ

し、。

感の助長を抑えることにつながる。
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(3) 集団の景免警性

今まで見てきたように、イライラ感には子ども一人一人の心性が大きく作用していると考え

られるが、一方で集団の影響性も見逃すことができない。

ア イライラ感の高い子どもは集団の影響↑生が高L、
「子どもの心理と行動に関する調査」では、 “集団の影響性"を『友だちが自分をどう思っ

ているか気になるJ ~一人ではやらないことでも、みんなと一緒だとやってしまう』など、子

どもの所属する仲間集団・学級集団の雰囲気や、人間関係の中で子どもが受ける心理的な作用

とし、 11項目 (p.24、25参照)でとらえた。その結果、集団の影響性については、表 6より校

種による差は見られなかった。

集団の影響性

表 6 集団の影響性(0点""22点)の平均点

全体

7.96 

小学生

7.96 

中学生 日行行感の高い群|イヲイラ感の低い群

7.96 10.72 *本 5.92

しかし、イライラ感の高い群は集団の影響性が高いという結果だった。質問項目別に見ると、

図 5よりイライラ感の高い群では「友だちが、自分をどう思っているか気になるJ 1"友だちが

ムカついている(腹を立てている)と、自分もムカつく J 1"一人ではやらないことでも、みん

なと一緒だとやってしまう」ことを「よくある」と回答している子どもが多かった。イライラ

感の高い子どもは友達にどう思われるかが気になったり、友達と一緒になると相手に合わせて

しまったりするなど、周囲の子どもからの影響を受けやすい傾向が見られた。

図5 集団の影響性の項目別回答率(抜粋)

友だちが、自分をどう思っているか イライラ感高群
気になる

友だちがムカついていると、
自分もムカつく

イライラ感低群

イライラ感高群

イライラ感低群

一人ではやらないことでも、 イライラ感高群
みんなと一緒だとやってしまう

イライラ感低群

O也 10%20弛30首40弛50首60首 70%80% 90弛100也

園よくある 四ときどきある ロない

平均点

1.32本*

0.86 

0.98** 

0.28 

1.29牢牢

0.83 



《事例にみられる集団の影響性①》

中学校 2年生のD男は、 E男が自分の悪口を言っているという噂を耳にした。ある日の

放課後、友達数人と公園でたむろしていたところ、 E男が通りかかるのを見つけ、呼び止

めた。自分の悪口を言っていたのかと問い詰め、 E男が否定したにもかかわらず、友達が

はやし立てる中でD男は殴る蹴るの暴力を振るった。さらに友達もD男に同調してE男を

ののしった。担任は、 I"D男は日頃話好きで、ウケをねらって人を笑わせようとすること

がよくある。友達は数人いるものの表面的に友達を装っている面があり、心から信頼して

いるという感じではなく、孤立することを恐れて仲間と一緒にいるように見受けられる。」

と語っている。

本事例は、一人でいる時には特に問題が感じられない子どもが、集団の中では人が変わった

ように粗暴になるなど、集団が個人の子どもに与える影響性を示している。 D男は仲間と一緒

でなければ、 E男に対して暴力を振るわなかったのかもしれない。あるいは、一人ではE男に

対して攻撃できないが、周囲の力を借りることで暴力に及んだのかもしれない。いずれにしろ

集団の中で、例えば、リーダーとして力のあることを示さなければならないといった立場や、

友達みんなに自分がそうすることを期待されていると感じることなどが、子どもの衝動的・攻

撃的な行動に影響を与えていると考えられる。

このように、集団の雰囲気が子ども同士の力関係で支配されることなく、一人一人の自主性

が守られるような雰囲気をいかにつくるかが重要である。また子どもたちがどんな仲間関係に

あるかを把握し、衝動的・攻撃的な行動の背景に、子どもたちの人間関係の乳繰が生じていな

いか見極めて指導していく必要がある。

イ イライラ感の高い子どもは、授業場面で騒ぐ子どもに同調しやすい

子どもたちの集団の中での意識について、 「授業中さわいでいる友だちを見たとき、どうす

るか」について調査した。表 7より、 「やめるように注意する」という回答の得点は小学生が

高かったが、 「仕方がないとあきらめるJ 1"気にならないJ 1"おもしろいと思うJ 1"一緒にな

ってさわぐ」という回答の得点は中学生に高かった。前述のアの集団の影響性としては小・中

学生で、その差はなかった。しかし、授業中に友達が騒いでいるという集団の場面では意識や反

表 7 1"授業中さわいでいる友だちを見たときJ (0点.......2点)の平均点

小学生 中学生 検定 イライラ感の高い群 イライラ感の低い群 検定

仕方がないとあきらめる 0.70 1.09 ** 0.92 0.77 

やめるように注意する 1.07 0.53 事傘 0.65 0.96 ** 

気にならない 0.52 0.77 ** 0.83 0.52 ** 

おもしろいと思う 0.36 0.76 刻~* 0.94 0.31 ** 

先生にもっと注意してほしい 1.06 1.01 1.01 1.01 

一緒になって騒ぐ 0.29 0.50 ** 0.79 0.17 ** 

ムカつく(腹が立つ) 」 0.77 0._74 0.99 0.54 

po 



応に、小学生と中学生で違いがあることが分かった。

次に、イライラ感の高い群をイライラ感の低い群と比べると、 「気にならないJ Iおもしろ

いと思う J I一緒になってさわぐJ Iムカつく(腹が立つ)Jという回答の得点は高かったが、

「やめるように注意する」という回答の得点は低かった。イライラ感の高い子どもは他に騒い

でいる子どもがいると反応し、同調しやすい傾向にあると思われる。

《事例にみられる集団の影響性②》

小学校 6年生のF学級では、 G子が授業中に教師の指示を無視したり、教師を非難する

ことが目立ち、それを担任が注意すると席を離れて教室外へ抜け出すようになった。また

専科の授業には出席せず、余裕教室で自宅から持ってきた漫画を読んだりしていた。その

うちに、 IG子ばかり好きなことをしていいな」と言いだす子どもも現れ、 G子が許され

るなら自分もと、 4--5人の子どもが同調するようになり、授業が成り立たなくなってき

た。担任が同調してしまう子どもに個別に話をすると指示に従う素直な面を見せ、一人一

人の子どもに問題があるとは思えなかった。むしろ、これらの子どもたちは友達の目を意

識しすぎるところがあり、集団の中では問題となる行動をとってしまうことが見られた。

本事例は、個人が周囲の子どもたちに及ぼす影響性を示している。授業が成り立たなくなっ

てしまった要因には、教師の指示に従わないG子の存在だけでなく、自分も同じようにしてみ

たいと思い、 G子に影響され、同調する子どもたちが存在することにあると考えられる。この

ように、授業妨害・拒否の事例では、個人の行動が周囲の集団の心理に影響を与え、その結果、

集団全体の動きが作られていると思われる場合が多くある。

G子のように集団の動きの中心になる子どもへの指導にあっては、周囲の子どもへの影響も

視野に入れての対応が欠かせなし」また周囲の子どもが同調することもなく、中心となる子ど

もを排斥することもないように対応しなくてはならない。

このように、集団の影響性は、アで述べたく個人が集団から影響を受ける面〉と、イで述べ

たく個人の行動が集団に影響を与える面〉の両側面があることが分かる。

3 心が揺れ動いた時の子と.もたちの対処の仕方

子どもたちは、イライラした時どのような行動をとっているのであろうか。普段の子どもた

ちの様子から想像すると、イライラしてもじっと我慢する子、むしゃくしゃして物に当たる子、

テレビゲームや遊びで発散する子など、様々な対処をしているように思われる。

ここでは、子どもたちの対処の仕方を明らかにするために、様々な場面について以下のよう

な三つの分類に当てはまる質問項目を作成し (p.24、26参照)、その回答を検討した。

抑制的な対処 『我慢するJl w'仕方がないとあきらめる』など、表面には表さず、自

分の中に抑え込んでしまう対処の仕方。

ほどほど の 対 処 『運動して、まぎらわすJl w'他の人に話を聞いてもらう』など、社会

的に容認される方法で、適度に発散する対処の仕方。

攻撃的な対処 『物や人に当たるJl w'暴れたり、物を壊したりする』など、攻撃的に

発散する対処の仕方。
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(1 )子どもたちの対処の仕方とイライラ感の解消

図 6-1は、各対処の傾向を把握するための集計の仕方を図示したものである。 A---Eの子

どもは、個々の子どもの対処の得点、の例を示したものであり、どの子どもも前述の 3つの対処

をしているが、その得点は異なっている。個々の子どもの得点を対処ごとに合計したものを各

対処の総得点とし、その平均点を全体、校種別、男女別に算出し、その傾向を把握した。

次に、一人一人の子ども像を明らかにするために、図 6-2に示したように、ある対処のみ

を取りやすい子どもを選んでそれを各対処の優位群とし、それぞれの特徴をみた。

図6 子どもたちの対処を探る方法国

: 二:抑制的な対処 仁コほどほどの対処 Eコ攻撃的な対処
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ア 子どもたちは抑制的な対処をとりやすく、イライラ感の高い子どもも同様である

子どもたちの対処の仕方を表 8からみると、子どもたちはイライラした時、我慢するなど抑

制的な対処を最もよくしており、次いでほどほどに発散することが多く、物や人に当たるなど

の攻撃的な対処をとることは全体的には極めて少ない

表 8 対処見11(0点"'16点)の平均点

全体 小学生 中学生 イライラ感の高い群 イライラ感の低い群

7.32 ** 6.48 抑制的な対処 7.02 6.78 ** 7.32 
1 

ほどほどの対処 6.30 5.86 ** 6.82 6.49 6.03 

攻撃的な対処 2.80 2.56 ** 3.09 6.20 ** 1.29 

また、校種別では、いずれの対処も小学生よりも中学生の方がより多くとっていることが分

かった。これは、中学生になると、思春期の心の葛藤が多くなったり、発達的に見ても多様な

行動をとるようになったりすることと関連があると思われる。

イライラ感の高い群の対処の仕方を低い群と比べてみると、攻撃的な対処が極めて高い。 し

かし一方では、抑制的な対処も他の子どもたちに比べると高いことから、イライラを我慢し、

抑さえていることも多いといえる。したがって、子どもとかかわる際には表面的な様子だけで

判断せずに、子どもの内面にも目を向けて対応していくことが大切である。

イ ほどほど対処をよくしている子どもは心E且ヲに安定している

次に、各対処の優位群ごとにそれぞれの特徴を見たものが表 9である。

表 9

イライラ感
(0点.......28点)

不安・抑うつ感
(0点.......20点)

こだわり同
(0点.......18員)

(府方書室)

(fE2霊堂宇

対処優位群別イライラ感・心性等の平均点

全 体
(2332人)

9.35 

7.68 

9.31 

7.98 

7.96 

ほどほど優位群
(200人)

7.29 

9.99 

7.73 ** 

攻撃優位群
(253人)

6.73 

9.34 

3つの群を相対的にみると、以下のような子ども像が浮かび上がってくる。

抑制的な対処をよくする子どもたちは、不安や抑うつ感を強く感じ、集団の影響も受けやす

く、内面は不安定である。これらの子どもたちは、表面的には問題となる行動などを示さなく

-19-



ても、心の中は不安定なため、落ち着かない日々を送っているといえる。何かのきっかけがあ

ったり、集団の影響を強く受けたりした際には、暴発するかたちで行動に出たり、あるいは、

より一層抑え込むかたちで閉じこもってしまうことなどが考えられる。さりげない声かけや話

を聞くなどして、心の安定を図ることが大切である。

ほどほどの発散をよくする子どもたちは、イライラ感は低く、内面的には安定しており、自

分を肯定的にとらえることができている。この子どもたちは、イライラしても適度に発散して

心の安定を保っている子どもたちといえる。ただ、こだわり感は強い傾向を示しているが、イ

ライラ感が低いことからすると、 P.12で述べたように、この子どもたちのこだわり感はまじめ

さや、凡帳面さが反映されているものと思われる。

攻撃的な対処をよくする子どもたちは、イライラ感が高く、自分を肯定的にはとらえられず、

内面的にも不安定である。つまり、適度な発散にとどまれず攻撃的な行動にまで出てしまうこ

とが問題であり、内面的に不安定であるが故にコントロールも容易でないと考えられる。この

ような子どもたちに対しては、表面的に見える攻撃的な行動に対して指導すると同時に、内面

の不安定さを解消することが大切であり、そのためには本人の気持ちを受け止めてし1く努力が

必要である。

ウ 男女を比べると、男子は攻撃的な対処が多く、女子の対処は見えにく L、
表10より、男子は女子に比べて攻撃的な反応をしやすい傾向があると考えられる。

女子については対処の仕方には特徴は見られなかった。一方、男子に比べると、不安・抑う

つ感、こだわり感を強く感じており、集団の影響も強く受けるという傾向があるが、自己肯定

感は高い。女子の場合にはどのような形で心の問題が表現されているのか、今後の検討課題で

ある。

表10 男女別に見たイライラ感・心性等の平均点

よ入
対処法 心 生

l抑制的な ほどほどの攻撃的な イライラ感
不安抑う・つ感

集団の
対処 対処 対処 こだわり感 自己肯定感 影響性

男 子 6.91 6.20 3.23 9.65 7.26 9.06 7.69 7.67 
本*-ーーー 市中 *本 *本 ーーーーーー ** ーー・ー

女 子 7.15 6.40 2.36 9.06 8.11 9.57 8.29 8.25 
一一

エ抑制的な対処は、イライラ感が解消されにくい

「子どもの心理と行動に関する調査」の中で、子どもたちに「最近イライラしたこと」を自

由記述させ、 「その時あなたはどうしましたか」と質問してそのイライラに対する対処の仕方

を聞いた。さらに、その対処によって「どのくらいイライラがスッキリしたか」という解消度

を聞き、対処の仕方と解消度の関係を分析した。

自由記述で挙げられた対処の仕方で最も多かったのは、ほどほどの対処であり、その内容と

しては、 「友だちと相談したJ [""愚痴を言った」といった他者と話すこと、 「テレビを見てま

ぎらわしたJ [""外を走った」といった他の遊びなどで解消するもの、 「やめてとはっきり言っ
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たJ i話し合った」といった直接相手と向かい合って解決を目指すものが見られた。次いで多

いのが抑制的な対処、攻撃的な対処の順であり、抑制的な対処の内容としては、 「我慢した」

「隠れて泣いた」などが見られ、攻撃的な対処の内容としては、 「蹴ったりたたいたりした」

「ゲーム機を壊した」などが見られた。

これらの対処の仕方と解消度との関係を調べたところ、図 7より、イライラ感が「解消しな

かった」と回答している子どもは、ほどほどの対処では 3割強、攻撃的な対処では 4割である

のに対し、抑制的な対処では約 6割で一番多かった。

図7 対処法と解消度(全体)

また、図 8より、イライラ感の高い群における対処の仕方と解消度の関係を見ると、 「解消

しなかった」と回答した子どもは、ほどほどの対処では約 4割、攻撃的な対処では約 6割、抑

制的な対処では約 8割であり、どの対処の仕方も全体傾向と比べると、イライラ感の高い群は

「解消しなかった」割合が高く、特に、抑制的な対処では、解消されなかった割合が高くなっ

ている。

図8 対処法と解消度(イライラ感の高い群)

以上のことから、抑制的な対処ではイライラ感が解消されにくく、イライラ感を解消するに

は、ほどほどの対処をすることが一番有効であることが分かった。このことは、イライラ感を

解消する手だてとして、ただ我慢するのではなく、じゃれあったり、誰かに愚痴をこぼしたり、

体を動かしたり、あるいは直接相手に向かい合うなど、感情を適度にコントロールしながら発

散するスキルを子どもたちに身に付けさせていくことが大切であることを示している。
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(2) 子どもたちの肯定的な感情の体験

イライラ感や不安・抑うつ感などの子どもたちの心性等をここまで見てきたが、これらの揺

れ動く心を支えるものとして、安心感や喜びなどの肯定的な感情の体験があげられる。その肯

定的な感情を把握するため、 「ホッとしたこと」の体験の有無とその内容を子どもたちに自由

記述によって聞いた。

「最近ホッとしたことがある」と回答した子どもたちは、小学生が約 6割、中学生が約 5割

で、小学生のほうがホッとしたことを多く体験している。

「ホッとしたこと」の対象は、図 9に示すように、友達との関係でホッとしたと回答したも

のが最も多く、次いで家族との関係、教師との関係の順になっている。小学生と中学生を比較

すると、その順序は変わらないが、小学生の方が中学生よりも家族や教師との関係の割合が高

くなっている。これは中学生になると、仲間関係がより重要となり、小学生の方が友達以外の

家族や教師といった周囲の大人の支えを必要としているためであろう。さらに、内容を詳しく

見ると、友達に関しては「友達と遊んだり話したりするときJ I友達と仲直りしたときJ I友

達が相談に乗ってくれたとき」といった友達とよい関係がもてたり受け入れられたりした時に

ホッとしたと感じる子どもが多い。家族に関しては「お母さんにほめられたときJ Iお父さん

が話を聞いてくれたとき」、教師に関しては「先生と楽しく話せたときJ I先生にほめられた

とき」といった回答が多く、家族や教師との関係では、自分が認められたり支えられたりした

ときに、ホッとしたと感じる子どもが多い。

小学生
787人

中学生
480人

図 9 ホッとしたことの対象

0% 20% 

園友達 国家族 口先生 ロその他

表11I最近ホッとしたことがあった」

の平均点

ことがあった

さらに、ホッとしたことの経験とイライラ感の関係については、表11よりイライラ感の高い

群では、ホッとしたことの経験が少なかった。イライラ感の高い子どもたちは、ホッとしたり、

うれしかったり、安心したりという肯定的な感情体験が少なく、その経験の少なさがイライラ

感を高めているともいえよう。
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4 まとめ

(1 ) イライラ感は学年進行とともに漸増し、特に小 5と中 2で高くなる

小・中学生ともにほぼ半数の子どもが「最近イライラしたことがあった」と回答してお

り、イライラ感は学年進行とともに漸増しているが、特に、小学校 5年生と中学校 2年生

の時期にかけて、顕著な高まりを見せている。これらの時期は、心身の発達や活動の範囲

の広がりが著しい時期で不安定になりやすいため、子どもたちの指導に当たっては、イラ

イラ感が高まり、気持ちが不安定になることへの配慮が求められる。

(2) 子どもたちは友達関係の中で、イライラしたりホッとしたりすることが多い

イライラ感の多くは対人関係の中で感じられ、中でも、友達関係の中で感じていること

が多い。一方ホッとしたことも友達関係の中で多く体験されている。友達関係は接してい

る時間も長く、子どもの成長過程で自分の存在感にかかわる大きな意味をもっ。このこと

から、友達関係への配慮が求められる。

(3) イライラ感の高い子どもは、不安・抑うつ感やこだわり感が高く、自己肯定感が低い

イライラ感の高い子どもは、不安・抑うつ感、こだわり感が高く、自己肯定感は低かっ

た。これらのことから不安・抑うつ感やこだわり感はイライラ感を助長する作用があり、

自己肯定感は抑制する作用があると推察される。

ア イライラ感を助長する心性としての不安・抑うつ感、こだわり感

子どもが不安・抑うつ感を感じ、その解消のすべがないならば、さ細なきっかけから

イライラ感を募らせることになると思われる。例えば、 「下級生に恥ずかしくないよう

に」とか「頑張らないと希望の進路が選べない」などの教師の励ましが、時には子ども

の不安感を助長することもある。イライラ感の高い子どもには、なるべく安心感を与え

る対応が必要となる。また、こだわり感の強さを軽減していくためには、大人自身が幅

広い価値観や多面的なものごとのとらえ方を示して対応することが必要になる。

イ イライラ感を抑える心性としての自己肯定感

子どもは周囲に認められないと自分自身に対して肯定的に評価ができず、自己肯定感

が低くなりがちである。自己肯定感は周囲の大人によってはぐくまれることが多いこと

から、子どもの小さな努力を褒めたり、子どものありのままを認めるような教師や保護

者の対応が自己肯定感を高め、イライラ感を押さえることにつながるものと恩われる。

(4) イライラ感の高い子どもは集団からの影響を受けやすい

イライラ感の助長には、集団からの影響も大きく関与している。一人一人であればイラ

イラ感の低い子どもであっても、集団の中で他者からの刺激を受けることにより、イライ

ラ感を高めてしまったり、それを行動化してしまったりする子どもがいる。一方、そうい

った子どもに影響され同調し、衝動的な行動や攻撃的な行動をとる子どももいる。

このように集団の影響性は、個人が集団から影響を受ける面と、個人の行動が集団に影

響を与える面の両面がある。調査結果からは、イライラ感の高い子どもの方がこのような

集団からの影響を受けやすいことが分かる。したがって、子どもにかかわっていく上では

集団についての十分な把握が大切であり、衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などの
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問題行動に対して、子ども個人への対応とともに、周囲の子どもたちの動きにも十分留意

した集団への対応が併せて必要となる。

(5) 我慢するなどの抑制的な対処をしている子どもたちが多い

子どもたちのイライラ感への対処の仕方は、全体として我慢するなどの抑制的な対処が

多く、またイライラ感の高い子どもたちは攻撃的な対処をする一方で、抑制的な対処も多

い。子どもたちは我慢している、抑えているという気持ちが強く、これらは周囲からは見

えにくいので、この気持ちに気付かずに対応すると、子どもはストレスを強めそれが暴発

する形で、攻撃的な行動が起こることも考えられる。子どもの気持ちをよく聴き、受けと

めた上での対応が必要である。

(6) イライラ感は抑制的な対処では解消されにくく、ほどほどの対処で解消されやすい

対処の仕方と解消度の関連については、抑制的な対処をしている子どもは、イライラ感

が解消されにくく、イライラ感の高い子どもたちでは、さらにその傾向が強い。イライラ

感の解消のためには、相手ときちんと向かい合って解決を目指すことができたり、適度な

発散ができるほどほどの対処の仕方を身に付けられるように子どもたちを援助していくこ

とが必要である。そのためには子どもたちが幼い頃の『じゃれあいゃけんか』に始まり、

『自己表現』の体験など、それぞれの発達段階に応じた遊びゃ人とのかかわりを通して感

情を適度に発散する体験をする必要がある。それにより感情のコントロールの仕方を学習

したり自分の気持ちを相手に伝えたりすることにより、社会的なスキルを身に付けていく

ことになる。

【 資料 】

「子どもの心理と行動に関する調査」調査票 (p25，26)対照表

イライラ感と心性 該当項目番号 得点範囲 対処法 該当項目番号 得点範囲
[ 1] (3) (19) (36) (50) [ 11] 1①②  

イライラ感 (8) (24) (39) (54) 14項目 抑制的な 2 ①②  8項目
(13) (29) (44) 0点'"28点 対処 3 ①②  0点'"16点
(17) (34) (47) 4①②  

不安・ [ 1] (6) (22) (37) (52) 10項目 [11] 1③④  

抑うつ感 (11) (27) (41) o点'"20点 ほどほどの 2 ③④  8項目
(16) (32) (48) 対処 3 ③④  0点'"16点

[ 1] (5) (21) (31) (46) 9項目 4③④  

こだわり感 (10) (26) (42) (57) o点'"18点 [ 11) 1⑤⑥  

(15) 攻撃的な 2 ⑤⑥  8項目
【1) (2) (18) (33) (43) 9項目 対処 3 ⑤⑥  0点'"16点

自己肯定感 (7) (28) (38) (49) o点'"18点 4⑤⑥  
(12) 

[ 1] (4) (20) (35) (51) 11項目
集団の (9) (25) (40) (55) o点'"22点

影響性 (14) (30) (45) 

統計処理方法

【I】 (1)'" (58)、[11] 1"'5を各項目|よくある 2点・時々ある 1点・ない 0)剖

で点数化した。その点数をイライラ感、心性、対処法ごとに合計し、それぞれの得点と

した。得点範囲は表に示したとおりである。

-24-



『子どもの心理と行動に関する翻査』調査票(小学生用) 事中学生用はルピをとった

ちょうさ す

しこの調雫j弘 tl~~'"~tO}/tなさんが日ごろ、どのような気持ちで過ごしているのかを
司ゑFめに都立教育里容所がおこ謀うものです。

一間ずつ、すべての項目について答えてください。

( 年」 .."ぺつ
性別(

[ 1】 あなたは、次のようなことがありますか.ア、イ、ウの中からあてはまるものを一つ

選んでOをつけてください。

よくある 時々 ある ない

(1) 学校は楽しいと思う. ア イ ウ

(2) 先生はわたしのことを理解してくれる. ア イ ウ

(3) わけもなくムカつく (は腹らが立つ)。 ア イ ウ

(4) 友だちから仲間はずれにされるのではないかと心しんは配いになる. ア イ ウ

(の やりだしたら、とことんやらないと気がすまない. ア イ ウ

(6) 小さなことでも、くよくよ考えてしまう. ア イ ウ

(7) わたしには、ょいところがあると思う. ア イ ウ

(8) 勉強のことで、イライラする. ア イ ウ

(9) 友だちみんなに注ちゅうも目〈されたいと思う. ア イ ウ

(10)や約〈そ束〈の時間にはお遅〈れないようにしている. ア イ ウ

(11)何をやっても、うまくいかないような気がする。 ア イ ウ

(12)わたしは、うちの人に大だい事じにされていると思う. ア イ ウ

(13)何となくお大おご声えを出したくなる。 ア イ ウ

(14)友だちに合わせていないと、心しんは配いになる。 ア イ ウ

(15) ちょっとうまくいかないと、やめてしまう。 ア イ ウ

(16) いつもe緊んちょ張うしている。 ア イ ゥ!
(17) 人のいやがることを言いたくなる。 ア イ ウ l

(18)わたしは自分のことが好きだと思う. ア イ ウ

(19)友だちにムカつく(躍が立つ). ア イ ウ

(20)一人ではやらないことでも、みんなとご結だとやってしまう. ア イ ウ

(21)何かをするとき、失しっl敗..‘をしないか気になる. ア イ ウ

(22)やらなくてはいけないことが多すぎる. ア イ ウ

(23)家にいると、のんびりできる. ア イ ウ

直)!At竺きり、あばれまわりたくなる. ア イ ウ

よ〈ある

(25)友だちに、言いたいことを言えない. ア

(26)許話誼りに進まないと、イライラする. ア

(27) i主きたくなることがある. ア

(28)わたしは、友だちからたよりにされる. ア

(29)キレる(がまんできな〈なる)ことがある. ア

(30)友だちの中で、目立ちたくないと思う. ア

(31)手をぬいたり、サボる人を見るといやになる. ア

(32)何となく不ふあ安んになる. ア

(33)わたしは、みんなから好かれていると思う。 ア

(34)先生にムカつく(腹が立つ)。 ア

(35)友だちが、自分をどう思っているか気になる. ア

(36)官長市さわぎたくなる。 ア

(37)何となくさびしい気持ちになる. ア

(38)わたしは、人の役に立つと思う. ア

(39)物にあたってしまう. ア

(40)悪いと思ったことでも、友だちとい一っ緒しょだとやめられない. ア

ω1)っ疲かれている感じがする. ア

(42) どんなことでも、はっきりしないことは、いやだと思う. ア

(43)今の自分を気に入っていると思う. ア

(44)何もかも投げ出したくなる. ア

ω5)友だちがムカついている (4腹孟らを立てている)と、自分もムカつく. ア

(46)人にまかせるよりは、自分でやりたいと思う. ア

(47)ムシャクシャしてなぐりたくなる. ア

(48)いやなことがおきそうな気がする。 ア

(49)わたしは何でもうまくやれると思う e ア

(50)家族にムカつく(躍が立つ). ア

(51)友だちから、暗〈らいと思われないように、明るくふるまっている。 ア

(52)何をやっても楽しくない. ア

(53)先生にほめられるとうれしい. ア

(54)何でもないのにイライフする。 ア

(55)友だちとど話にいると、ふだんの自分とちがってしまう. ア

(56)友だちに助けられることがある. ア

匂7)惹れ拡をしていないか、 httも誰かめる. ア

(58)友だちとど話にいると楽しい. ア

時々 ある

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

ない

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ l

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ばコ
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[lll 次のようなとき、あなたは①~⑥のようなことをすることがありますか?
え勺

それぞれについて、ア、イ、ワの中からあてはまるものを一つ選んでOをつけでください.
11-" u- l:f，fi u 

(1"'" 5のようなことがない場合は、『もしそういうことがあった場合には、自分はどうす
えう

ると恩うかJを考えて、選んでください.)

よくある 時々 ある ない

1. ① がまんする. ア イ ウ

何となく ② 何もせずに寝ねてしまう. ア イ ウ

イライラしたとき ③ 益毎をする. ア イ ウ

@ 好きなことをして』遊ちそぶ. ア イ ウ

⑤ 物や人にあたる. ア イ ウ

⑥ あばれたり、物をこわしたりする. ア イ ウ

よくある 時々 ある ない

2. ① がまんする. ア イ ウ

友だちに ② 落ちこんで何もしない. ア イ ウ

ムカついたとき ③ ほかの人に話を聞いてもらう. ア イ ウ

(腹が立ったとき) ④ いやだと転手にはっきり言う. ア イ ウ

⑤ 相るい手てをけったり、たたいたりする. ア イ ウ

⑥ その人の物をかくすなどの、いやがらせをする. ア イ ウ

よ〈ある 時々 ある ない

3. ① がまんする. ア イ ウ

先生に ② しかたがないとあきらめる. ア イ ウ

ムカついたとき ③ 友だちと、そのことを話す. ア イ ウ

(腹が立ったとき) @ 先生と話し合う. ア イ ウ

⑤ 
=ち審

先生に口 えをする. ア イ ウ

⑥ 宮家信さわいだり、教室をぬけ出したりする. ア イ ウ

よ〈ある 時々 ある ない

4. ① 部ヘ屋令にこもる. ア イ ウ
家かぞ族〈に

② 落ちこんで何もしない. ア イ ウ

ムカついたとき ③ 音楽やテレビ、マンガなどでまぎらわす. ア イ ウ

(腹はらが立ったとき) @ 家かぞ族〈と話し合う. ア イ ウ

⑤ 家かぞ族〈と口をきかない. ア イ ウ

⑥ 家族にどなったり.註1暴したりする. ア イ ウ

あと1へ・-7，"あります.がんばってください 1

|よ〈ある |時qある ない

t授h業，，，.，，中さわいで
① しかたがないと、あきらめる ア イ ウ

② やめるように注意する。 ア イ ウ

いる友だちを見た ③ 気にならない。 ア イ ウ

とき |④ おもしろいと思う. ア イ ウ

⑤ 先生に、もっと注意してほしいと思う， ア イ ウ

⑥ いっしょになってさわぐ. ア イ ウ

① ムカつく(腹が立っし ア イ ウ

さ"をん

【ill] 1.最近にこ 1ヶ月〈らいで}あなたがムカついたり、イライラしたり、キレたことはありますか?

ア.あった イ.なかった

rァ.あったJと答えた人ぽ次の2.3.4.の量諸に答えでぐださい.

それはどんなことでしたか? 一つ配入してください.

3.そのときあなたはどうしましたか?

えら

4.その告議、ム力つきやイライラなどがスツキリしましたか? 次のうちから一つ選んで.

0をつけてください.

ア.スッキりした

イ.少しスッキリした

ウ. どちらともいえない

エ.あまりスッキリしなかった

オ.スッキリしなかった

かぞ〈
[IV] 1. あなたが最近にこ 1ヶ月〈らいで}、友だちゃ家銭、先生との聞で "ホッ"としたこと

あんしん

(楽しかったり‘うれしかったり.安心したこと)がありましたか?

ア.あった イ.なかった

rァ.あったJと答えた人ぱ次の量簡に答えてぐだd".
2. それほどんなことでしたか?

( J 
三1弘首ありがとうございました.



第2章子どもたちの揺れ動く心の背景は何か

日常的にイライラしたり、ムカついたりする気持ちを抱いている子どもたちは、どのような

生活を送っているのだろうか。また、保護者は、子どもたちのこうした行動の原因をどのよう

に考え、どのように対応しようとしているのだろうか。

この章では、本研究で実施した『子どもたちの生活実態調査」と『保護者の意識調査』の結

果をもとに、子どもたちの揺れ動く心の背景を探る。

1 子どもたちの宣舌の特徴

『子どもたちの生活実態調査』は、子どもたちの生活の特徴をつかみ、揺れ動く心との関連

を探るために大きく次の 6つで構成した。①「ふだんの日の過ごし方J (16項目)、②「もっ

と自由な時間があったらしたいことJ (11項目)、③「現在の生活について感じていること」

( 8項目)、④「家の人とのことJ (11項目)、⑤「ホッとできる場所とその理由」、そして

⑥第 1章で用いたイライラ感14項目である。以下では、まず、子どもたちの生活全般に関する

今日的特徴をとらえ、次に、こうした特徴とイライラ感との関係を明らかにする。

(1) r.ふだんの日の過ごし方」の項目から

ア 3割を超える子どもたちが、寝る日報l助t夜中の12時を過ぎる

図 lは、「寝る時刻が夜中の12時を過ぎる」かどうかを尋ねた結果である。 I毎日している」

「よくしている」を合わせると、全体で 3割を超える子どもたちが夜中の12時を過ぎるまで起

きている。またこの傾向は、学年

が進むにつれてその割合が増して 中3

くる。とりわけ中学校の段階に入 れ

るとその傾向が顕著になっていく。中 l

中学校 3年生になると、実に65.6 小6

%が、ふだんの日「寝る時刻が夜 小5

中の12時を過ぎている」ことが分 合計

図 1 寝る時刻が夜中の 12時を過ぎる

伝
3.5 42. 29.5 

" 
日程哩14.4軍曹三 :36.1' 36.4 

T 
1~lIc" ::..23.6. 40.9 27.6 

13.1 40.8'// 43.4 

2.7 T 
陪湿 l2..5 33.7 う4 51.2 
2.6 

1阻 HL.u 25.3 ク~3ô.3ジ7 づ司 28.2 

。% 20% 40% 60% 80% 

1I 
4.9 

13.1 

日

11 

389人

383人

382人

412人

384人

1950人

100% 

かる。 I図毎日している 図よくしている 固めったにない 口まつだない

イ 2割の中学生と 1割の小学生が朝食を食べないで学校ヘ行く

図2は、 「朝食をきちんと食べ

てから学校へ行く」かどうかを尋 中3

ねた結果である。全体として 8割

を超える子どもたちは、朝食を食 中2

べてから学校へ行っている。 中1

しヵ、し「まったくしないJ Iめ 小6

ったにしない」を合わせると、中

学校 2年生で19.2%、中学校 l年小5

合計

図 2 朝食をきちんと食べて学校ヘ行く

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

図毎日している 図よ〈している 図的ったにしない 口まったくしない
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生で17.5%と2割近い子どもたちが朝食をとらずに学校へ行っている。小学生で、も同様の子ど

もたちが 6年生で11.7%、 5年生で11%に及んでいる。ところで、前述の「寝る時刻が夜中の

12時を過ぎる」項目と「朝食をきちんと食べてから学校へ行く」項目との間には、統計的な分

析の結果 (p.33注 1)からも、強い関連があることが認められた。

図 3は、 「寝る時刻が夜中の12時を

過ぎる」と回答した子どもたちの「朝

食の有無」について示したものである。判

( 1"毎日しているJ 1"よくしている」 れ

を「食べる」、 「まったくしないJ1"め

ったにしな ~)J を「食べない」として中 l
処理した。)

ここからは、「寝る時刻が夜中の12時小5

を過ぎる」子どもたちの約 4分の lが
a王宮司ト

「朝食を食べずに」学校へ行っている。…

図 3 r寝る時刻が夜中の 12時を過ぎる」
子どもたちの朝食の有無

254人

193人

120人

65人

58人

690人

小学校 6年生では34.9%に達している。
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

以上の結果から、夜更かし傾向の子
|図食べる 図食べない|

どもたちが多くいることや、そのこと

が翌日の朝食の有無とも大きく関係し
表 1 子どもたちの日常生活の年代別比較

ているなどの実態が見られた。

表 1は、本教育研究所が行った10年

前の調査結果と平成 8年の九州大学社

会教育研究室の調査結果の比較である。

ここからは、子どもたちのこうした特

徴が、その割合を増していることが分

かる。 (p.33注 2) 

品?寸空!1
起床時刻(平均時刻)

就寝時刻(平均時刻)

朝食を食べない

(2) 中朝交2年生で「ーん志向」が増える

1 987年
(昭和62年) (平成 8年)

午前 7時 午前 7時40分

午後10時15分 午後10時40分

1 2. 4 % 1 9. 5 % 

図 4は、 「もっと自由に使える時間があったら、何をしたいか」を尋ねた結果である。

図4 もっと自由に使える時聞があったら、何をしたいか(%) I図小5 回小6 回中l 図中2 口中3I 
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この図から、その全体的特徴として大きく二つの群に分けられる。一つは、 「一人で00し

たい」といった群、もう一つは「誰かと話したい、遊びたしリといった群である。

そこで、「一人でどこかへ出かけたいJ 1"一人でテレビ、をみたいJ 1"一人でゲームをしたい」

「寝ていたい」を各プラス 1点とし、 「家の人と話がしたいJ 1"先生と話がしたいJ 1"友だち

と話がしたいJ 1"友だちと遊びたしリを各マイナス 1点、その他を 0点とし、合計点(平均点

1.0点、標準偏差1.2点)を手がかりに、 「一人志向型J (1"平均点+標準偏差」以上)と「か

かわり志向型J( 1"平均点一標準備差」以下)の二つの群に分類した。

子どもの志向には、 「一人でいたいJ 1"人とかかわりたい」の両面があるが、図 5では、中

学校 2年生段階で、 「一人志向型」の割 図5 一人志向型とかかわり志向型の学年別割合

合が増加していることが特徴としてあげ

られる。

(3)家の人が「悩み事例目談にのって

くれなL¥J子と.もたちは3人に 1人

図6は、家の人が「悩みや相談にのっ

中3

中2

中1

小 6

てくれる」かどうかを尋ねたものである。 小5

「よくあるJ 1"時々ある」と回答した子

どもたちの割合は、全体で66.3%であっ

た。反対に 3人に 1人の子どもたちが、

家の人が「悩み事や相談にのってくれる

ことがない」と回答している。

親子のコミュニケーションの必要性が

強く叫ばれ、努力しようと考えているに

もかかわらず (p.33参照)、子どもの側

では、 3割が「悩み事や相談にのっても

らっていない」と感じている。

さらに図 7は、家の人が「朝、 『おは

合計

中3

中2

中I

小 6

小 5

ょう』と声をかけてくれる」かどうかを 合計

尋ねたものである。全体では、 「よくあ

るJ58.8% 1"ときどきあるJ24.2% 1"な

いJ17.0%となっている。学年別では中

学校 2年生、 3年生になると「よくある」

が50%を下回っている。

子どもたちの揺れ動く心の問題をめぐ

り、保護者の対応や家庭の在り方が問わ

れているが、現状は、朝の基本的なあい

さつでさえ、約 4割が「ときどきある」

か「しない」という実態である。

中3

中2

中I

小 6

小 5

20% 40% 60% 80% 

| 図一人志向型 悶j)'j}'わり志向型 | 

図 6 家の人が悩みや相談にのってくれる

389人

383人

382人

412人

384人

1950人

20% 40% 60% 80% 100% 

|圏よくある図時4ある口ない|

図7 朝、「おはよう」と声をかけてくれる
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(4) rーん志向型J r:かかわり志向型jの違いにより、 「ホッ」とできる理由は異なる

図 8は、 「ホッ」とできる場所について尋ねた結果である。全体としては、 「自分の家」

「自分の部屋」をあげる子どもたちが多い。しかし、小学生に比べると中学生で「自分の家」

をあげる子どもの割合は減少し、中

学校 2年生では半数を割っている。

中学校 2年生は、他の学年に比べ、

「ゲームセンター」を

吐 2 D*31 

「ホッ」とできる場所
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あげる割合が多い。

また、図 9は「ホッ」とできる理

由を尋ねたものである。1"好きなこ

とができるから」を選択した子ども

たちは、 6割を超えており、小学生

に比べ中学生でさらに割合が増して

いる。以下「一人になれるから」

「何でも相談できる人がいるから」

の順である。1"何でも相談できる人

がいるから」では、学年が上がるに

つれてその割合が減少し、中学校 3

年生で 2割を切っている。また「自

分が役に立つから」をあげた子ども

たちは、いずれの学年においても 1

割に満たない。

図10は、 「ホッ」とできる理由に

ついて、先に述べた「一人志向型」

と「かかわり志向型」のそれぞれの

割合を示したものである。いずれの

型でも「好きなことができるから」

が多いが、 「一人志向型」では、

「一人になれるからJ 1"命令されな

いから」、 「かかわり志向型」では、

「何でも相談できる人がいるから」

「自分が役に立つから」の割合が高

くなっている。
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「ホッ」とできるま里

由の背景に明らかな志向の違いがみ

られ、子どもたちの志向に応じた大

人の側の多様で柔軟な対応が求めら

れよう。

「コンビニ」

ここからは、



2 イライラ感の高い子と.もたちの宣舌の特徴

前述した子どもたちの生活の特徴を踏まえながら、ここでは、とりわけイライラ感の高い子

どもたちの生活の特徴を明らかにしてみたい。具体的には、イライラ感に関する14項目を手が

かりに第 1章 (P.10)と同様の基準で、次に示したとおりの群分けを行い検討した。

(イライラ感の高い群 (35 9名)イライラ感に関する噸目の合計点が時以上の子ども)

イライラ感の低い群 (22 2名)イライラ感に関する14項目の合計点が 3点以下の子ども J

(1 ) イライラ感が高い子どもたちは、夜更かし傾向

まず「ふだんの日の過ごし方」において、イライラ感の高い群とイライラ感の低い群との聞

に、図11のとおり「寝る時刻が夜中の12時を過ぎるJ r朝食をきちんと食べてから学校へ行く」

「友だちに電話(携帯電話なども含む)をするJ rコンビニで友だちと話し込む」の項目にお

いて顕著な違いが見られた。

イライラ感高群

イライラ感低群

イライラ感高群

イライラ感低群
3. 

図11 rふだんの日の過ごし方」とイライラ感

寝る時童l助t夜中の 12時を過ぎる

友だちに電話明帯も含む}する

平均点

358人1.50 

** 
221人 0.93

平均点

352人1.67 

ヨド* 
218人1.06 

朝食をきちんと食べて学校へ行〈

-・ 9.4 1盟小|

コンピニで友だちと話し込む

平均点

358人1 .46 

本*

219人 2.54

平均点

356人 0.91

** 
222人 0.31

.悔目している灘ょくしている めったにしない口まったくしない

ここからは、イライラ感が高い子どもたちは、イライラ感が低い子どもたちに比べ、夜更か

し傾向にある。また「朝食をきちんと食べてから学校へ行く」ことについても、イライラ感が

高い子どもたちは、イライラ感が低い子どもたちに比べて、朝食をとらずに学校へ行く傾向に

ある。この両者は、前節でも述べたように、関連が強い項目であり、ここからは、夜更かしを

せず朝食をきちんととって学校へ行くような基本的生活習慣を確立していくことが、イライラ

感の低い生活を送る一つの手立てであろう。

次に「友だちに電話(携帯電話なども含む)するJ. rコンビニで友だちと話し込む」の項目

からも、それぞれに、イライラ感が高い子どもたちは、イライラ感が低い子どもたちに比べ、

友だちに電話をする頻度が多く、コンビニで友だちと話し込むことが多い。しかし、それらが

イライラ感を高める要因として働いているのか、あるいはイライラ感の発散としての行動なの

かは、この調査結果からだけでは示せない。今後の課題としたい。
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(2) イライラ!勤t耳、子どもたちは、家庭でも「気が休まらない」

「時間に追われて忙しいJ r勉強ばかりでつまらなしリ 「毎日が楽ししリなど、現在の生活

について感じていることを尋ねた項目の中で、イライラ感の高い群とイライラ感の低い群との

間に最も顕著な違いが見られたのは、図12のとおり「家庭でも気が休まらなしリであった。こ

の結果からは、イライラ感が高い子どもたちは、イライラ感が低い子どもたちに比べ、 「家庭

でも気が休まらない」と感じていることが読みとれる。

図12 r現在の生活について感じていること」とイライラ感

幽そう思う 口そう恩わない

家庭でも気が休まらない 平士句点 毎日が楽しい 平均点

イライラ感高群 E2U 71.2 |訓人 0.29 置g_L_~ 72.7 I 359人 0.27 

** 
イ ライ ラ問 ZB 96.4 51. 8 48.2 I 222人 0.52 

そこで次に「家の人とのこと」について尋ねた項目から、具体的にどのような点が、子ども

たちのイライラ感とのかかわりがあるのかを検討したところ、イライラ感の高い群とイライラ

感の低い群との聞に顕著な違いが見られたのは、図13のとおり、保護者が「家の中でけんかを

するJ r暴力を振るう J r他の子と比べるJ r何から何まで勝手に決める」の項目であった。

ここからは、イライラ感が高い子どもたちは、イライラ感が低い子どもたちに比べ「家のな

かでけんかをよくするJ r暴力を振るわれることがよくあるJ r他の子と比べられることがよ

くあるJ r何から何まで勝手に決められてしまうことがよくある」など、総じて、このような

好ましくないと思われる関係や感情をもっていることが分かる。

イライラ感高群

イライラ感低群

イライラ感高群

イライラ感低群

2.7 

図13 r家の人とのことについて」とイライラ感

.よくある齢制ある口ない

家の中でけんかをする

何から何まで勝手に決める

46.0 

平均点

350人1.17

本 *

222人 0.47

平均点

350人 0.65 

ヨド* 
222人 0.18 
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他の子と比べる

暴力を振るう

1.8 

平均点

36.1 1. 05 

** 
63.5 0.49 

平均点

53.8 0.60 

** 
0.16 



(3) イライラ感を助長しない「家の人との関係」をどう築くか

イライラ感が高い子どもたちは、イライラ感が低い子どもたちに比べ、家の人との関係が好

ましくないことが分かった。それでは、その反対に「良いことをしたらほめてくれるJ i朝、

“おはよう"と声をかけてくれる」といった関係では、どうであろうか。

図14は、 「良いことをしたらほめてくれるJ i朝、 “おはよう"と声をかけてくれる」につ

図14 好ましい関係とイライラ感の学年比較

圃よくある齢制ある口ない
【小学生】

朝、 「おはよう」と声をかけてくれる

イライラ感高群 129人

イライラ感低群 89人

【中学生】
朝、 「おはよう」と声をかけてくれる

平均点

1. 07 

** 
1.66 

平均点

【小学生】

良いことをしたらほめてくれる 平均点

1. 03 

本*

6 90人1.40EE置・E輯癒酒田園E)

【中学生】

良いことをしたらほめてくれる 平均点

イライラ感高群 49.8 23.8富田 26.5 lm人 1.23 
ー一一一ー一一一一一一一一一一一ー一ー一一一一ー一一1

220人 1.04 -lU園田盟国45.0'圃圃 25.5 I 

イライラ感低群 -Di盤盟国 19.7I 132人1.35 133人1.09 

いて、イライラ感の高い群とイライラ感の低い群との関係を検討したものであるが、小学生で

は両者の間に顕著な違いが見られたものの、中学生では大きな違いは見られなかった。このこ

とから、小学生においては、項目に示したような好ましい関係をもつことがイライラ感を助長

しない一つの方策になると考えられるが、中学生においては、小学生ほどには期待できず中学

生と保護者との関係の難しさを示している。

また図15は、 「朝、 “おはよう"と声をかけてくれる」について、 「一人志向型」と「かか

わり志向型」とのイライラ感の平均点を示した結果である。ここからは、 「一人志向型」の子

どもに比べて「かかわり志向型」の子どもの方において、 “おはよう"と声をかけてくれない

ことが、イライラ感を助長してしまう傾

向にあることが分かる。

イライラ感を助長しない「家の人との

関係」をどのように築くことができるの

か、子どもたちの発達段階や特性に応じ

てその具体的内容を見直していくような

実践が求められている。

図15 「朝、 “おはよう"と声をかけてくれる」項目
のイライラ感平均

ーん志向型 かかわり志向型

ない:断ある ある ない目時晴5 ある
N二66: N=89 : N=208 N=54 : N=66 N=196 

10. 2 : 8. 5 : 9. 2 14.5 : 12.2 11. 0 
キキ:

注 1 r寝る時刻が夜中の 12時を過ぎる」と「朝食をきちんと食べてから学校へ行く」とのク

ロス集計の結果を「カイ自乗検定」によって検定したところ、 1%水準で有意差を得た 。

注 2 :都立教育研究所紀要第 31号「子 どもの発達と生活環境についての実証的研究 J 昭 和 62年

1 2月 及 び 九 州 大 学 社 会 教 育 研 究室『子どもの生活体験と生活環境に関する実証的研究』

平成 9年 3月 調査対象、小学 5、 6年生の比較による。
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3 保護者が考える子どもの行動の原因とその対応

保護者は我が子の健やかな成長を願いつつ、子育てについて様々な悩みももっている。幼稚

園児から中学生までの子どもをもっ保護者は、それらの悩みをどのように解決しているのであ

ろうか。また、子どもたちがイライラしたり、ムカついたりするなどの原因や対応を保護者は

どのように考えているのだろうか。

学校と家庭が連携してこの問題の解決を目指すための方策を探ることを目的に、保護者の考

えを質問紙法により調査した(以下、 「本調査」とする)。

本調査に回答した保護者の内訳は、母親が回答したケースが約89%あったのに対し、父親が

回答したケースは約 7%であった。

(1 )子どもに関する保護者の悩みとその解決方法

本調査では、子育てに関して、また、子どもに関して保護者がどのような悩みをもち、その

悩みをどのように解決しているかを選択肢法によって尋ねた。

(施〉

40 

ア 学年カ仁凶fるにつれて子どもの知寺ちをとらえきれずに悩む保護者の姿がある

《中学生の母親の記述から》

・子どもが苛立っているな、と感じることはあります。どうしたの、と聞けば「別に」

と答えます。それ以上はどうしてよいのか、分かりません。

-子どもの本心がつかめないので、時間を待つしかないと思います。何故ムカつくのか

子どもに聞くようにしていますが、返事がありません。

図16 子育てをするうえでの悩み(複数回答)

-..111It ......- 援111護11 幼中学稚校園 三 小全穿学校 _.. .... j.1 g:子家庭ど内ものの気子持育てち方が分針かの違らないい

(3)子どもを好きになれない

(4)子育てに自信がもてない

1 I (5)保護者同士の子育て観の違い

(6)身近に相談相手がいない

I (7)仕事と子育てとの両立

(8)子どもと接する時聞がない。HIllij協ヨllilI隊ヨ同T1wiヨIllll協ヨ llill協ヨ皿協ヨ llill隣ヨUJJl脇ヨ|

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (グう7白河li悩みがあるt回答した人教に対する割合討す。)

本調査では、保護者の52%が子育てをするうえで悩んでいることがあると答えている。

図16は、子育てをするうえでの悩みの内容を尋ねたものである。全体としては、 「仕事と子

育てとの両立」や「保護者同士の子育て観の違い」が多く、次いで、 「子育てに自信がもてな

しリ、 「子どもの気持ちが分からなしリ、 「子どもと接する時間がない」が多し可。特に、 「子

どもの気持ちが分からなしリ、 「仕事と子育ての両立」の二つは子どもの学齢が上がるに従っ

て高くなる傾向を示しており、子どもの成長とともに、子どもの気持ちをつかむことに悩む保

護者の姿を見ることができる。

また、 「身近に相談相手がいない」という悩みをあげた保護者は比較的少ないが、子どもの

学齢が上がるにつれて増える傾向にある。このことは、後述するウ「保護者は家族や子どもと
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話し合って悩みを解決している」の項と併せて考えると、学年が上がるにつれて周囲の人に相

談する保護者が減るということから、保護者の相談相手や相談機会の確保という課題があるこ

とを示している。

イ 子どものお童関係や厨舶な態度lこ悩みをもっている保護者が多い

《幼稚園児の母親の記述から》

男子でまだ 4歳なのですが、自分の気に入らないことがあると、物を投げたり、蹴飛

ばしたり、その姿を見ていると将来が不安になります。子どもとの時聞を十分にとり、

会話をたくさんしたいと思います。

(出) 図17 子どもに関する悩み(複数回答)

60 

協 1111卜幼稚園 三・小学校 ~ー中学校一言"全体
(1) 勉強をしない

40トーー陽一一一一回 目一一 _......_....w一..一 "回 目-.....1111--一一・・…ー…1 (2) 反抗的な態度をとる

(3) テレビや雑誌の影響

(4) 先生との関係

(5) 基本的な生活習慣の乱れ

(6) 友達との関係

10 
(7) 衝動的な行動が見られる

。 ('1う70.)%11量みがあるt自iLt:A教に討する割合を示す。)
(1) (2) (3) (4) '.(5) (6) (7) 

本調査では、保護者の60%が子どものことで悩んでいることがあると答えている。

図17は、子どもに関しての悩みを複数選択で尋ねたものである。悩みの内容は勉強に関する

ものを除けば、子どもの学齢にかかわらず、 「友達との関係J r反抗的な態度J rテレビや雑

誌の影響」等が多くあげられた。小学校について10年前に実施した調査と比較すると、 「勉強

をしないJ r反抗的な態度をとるJ r友達との関係」などが上位にあることは同じであるが、

「勉強をしなしリが減少の傾向を示すのに対し、 「友達との関係J r反抗的な態度をとる」は

増加していることが特徴である。(注)

また、全体の5.5%の保護者が、子どもに「衝動的な行動が見られる」ことをあげている。

ウ 保護者は家族や子と‘もと話し合って悩みを解決している

《小学校 6年生の母親の記述から》

何に対してイライラするのかを聞き役に回って、子どもの話をじっくりと聞きます。

そして、イライラの原因が解決できるように話し合います。時間をかけてじっくり話し

ているうちに、今まで抑えていた感情が涙になって表れたこともありました。そうなる

と、胸につかえていたものが一気にとれたような表情になります。

(注)東京都立教育研究所社会教育研究室『家庭教育の実態と親の意識についての基礎研究』

(平成元年 3月)勉強をしない:39.問、反抗的な態度をとる:19.師、友達との関係 15.1% 
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既に述べたとおり、 60%の保護者が子どものことで悩みがあると答えている。また、子ども

の学齢が上がるに従って、子どものことで悩みをもっ保護者は増えている。

図18は、保護者が子どもに関する悩みを解決するときの方法を尋ねたものであるが、 「家族

に相談するJ I子どもと話し合う」が多く、次いで「親しい人に相談する」の順である。先に

述べたように、 「家族に相談J I親しい人に相談J I先生に相談」という解決方法は学齢が上

がるに従って回答の割合が減っている。身近に相談できる人が減ってくるということは、解決

を図る上での陸路となる。学校教育相談や地域の教育相談所等、保護者を支援する多様な機関

との連携が求められる。

一方、 「子どもと話し合う」という解決方法のみが、学齢が上がるに従って漸増している。

このことは、 「子どもと話し合う」という解決方法が、これまでも効果的だったことを示して

いるととることができる。この設問で「何が最も効果的な解決方法だ、ったか(一つ選択)Jを

尋ねたところ、 「子どもと話し合ったこと」が38%で最も多かったことからも、このことが裏

付けられる。

また、 「先生に相談したこと」を最も効果的であると回答したのは 9%であった。いずれの

回答結果からも、子どもたちの揺れ動く心への対応を含んだ様々な問題の解決に当たって、教

育相談機関等も含めて、人のかかわりが大切であることがうかがえる。

(覧〉 図18 子どもの問題を解決する方法(複数回答)

60 
(1) 書籍、雑誌、新聞

50 (2) 家族に相談

40 (3) 先生に相談

(4) 親しい人に相談
30 (5) クラスの保護者に相談

20 (6) 教育相談所に相談

(7) 近所の人に相談
10 

(8) 子どもと話し合う。
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (グう70)!I;Ii圃舗に討する割合討す。)

(2) 保護者カ培える子どもたちの揺れ動く心の背景は何か

本調査では、子どもたちの揺れ動く心の原因や対応の在り方について、保護者がどのように

とらえているのか、記述形式によって尋ねた。

ア子と‘もの揺れ動く心への対処に戸惑っている保護者

《中学生の母親の記述から》

自分の弱いところや、自分の思いどおりにいかないと、 「ムカつく」という言葉が口

癖のように出てくるような気がする。何に「ムカつく」のか本人に聞いてはいるが、根

本的にはどうしたらよいか分からない状態です。

上記の母親と同様に、多くの保護者が子どもの揺れ動く心への対処に戸惑っている様子を述

べている。また、本調査に答えた保護者2122名の内の82%が、この設問に対しそれぞれの考え
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を記述している。これらのことから、子どもたちの揺れ動く心の問題に保護者は戸惑いながら

も、真剣に対処しようとしていることがうかがえる。

イ 保護者は、その原因の多くが自分たちの子育てや生活の在り方にあるととらえている

図19は、 「イライラする、ムカつく」という子どもの揺れ動く心の原因を、保護者の自由記

述から六つのカテゴリーに分類したものである。

保護者は、その原因を忍耐力の不足や自己中心的な子どもの性格、忙しい生活、ストレスの

多い生活等、 「子ども自身の性格や生活に起因する」と考えていることが分かる。次いで過保

護や甘やかし、食事の問題やしつけ等、 「家庭や大人に問題や責任がある」があげられ、マス

コミやテレビ・雑誌の影響、物質的な豊かさなど、 「社会に問題や責任がある」との回答が続

いている。

「学校や教師に問題や責任があるJ I地域の在り方に問題や責任がある」という回答はそれ

ほど多くない。保護者は、子どもの行動の原因を学校や地域社会の在り方に求めるよりも、自

分たちの子育ての結果や生活の在り方にあると、自分自身に厳しい見方をしていると言うこと

ができる。しかし、第 1章で述べた子どものイライラ感の高まる原因が、友達関係に多い事実

を、学校や教師は受け止める必要がある。

(出) 図19 子どもの揺れ動く心の原因(複数回答)

50 

11111 幼稚園 小学校| 1(1)子供自身の性格や生活に起因する

40 I冊'‘級担
援護中学校一全体

(2) 家庭や大人に問題や責任がある

30 H川崎智 111-1十暢恒 1 (3) 判交や教師に問題や責任がある

20 

事事
(4) 地域の在り方に問題や責任がある

t場 (5) 社会に問題や責任がある
10 

(6) 原因は複雑で分からない
lll1t 陸2沼=司 1I 111:::~企坪=司 円TT1.野号事孟司 IlIt:::I F二司 11l1I:::~錨孟司。

(1 ) (2) (3) (4) (5) (6) (グラフの%は回答数に対する割合を示す。)

ウ 保護者自身が子と‘もへのかかわり方を変えることによって対応しようとしている

《中学生の父親の記述から》

・基本的には幼児期からのしつけと生活の楽しさのバランスが必要。厳しさと生活の安

心感を与える環境、特に家庭の役割が重要だ。

-私たちも含め今の大人たちにも問題があると思っています。子どもにどうこう言う以

前に、今の大人一人一人が、あるいは、社会がもっと道徳性を身に付けるべきだと考

えます。

-子どもと話をする機会を多くもち、小さなことくらいで「ムカつく」ことのないよう

にしfこし、 0

・子どもたちに夢がなく、何を目標にしたらよいのか分からないのではないか。ボラン

ティア活動を通して、人に対する優しさや思いやりの気持ちを養っていきたい。
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図20は、 「イライラする、ムカつく」という子どもの揺れ動く心への対応を、保護者の自由

記述から六つのカテゴリーに分類したものである。

子どもの揺れ動く心の原因として、子ども自身の性格や子どもを取り巻く生活も含めて家庭

や大人の責任が多くあげられていたが、対応としても、 「気持ちゃ話をじっくり聞く J I親子

の会話や触れ合いの機会を増やす」などして、 「家庭や大人のかかわり方を改善する」という

回答が他に比べて断然、多い。

次いで、忍耐力の育成、エネルギーの発散やストレスの解消等の「子どもへの働きかけ」が

多くあげられている。これらに比べて、 「学校や教師の対応へ期待」や「地域の在り方を見直

すJ I社会の在り方を見直す」等は少ない。

ここからは、子どもの揺れ動く心に対して、保護者自身が子どもへのかかわり方を変えるこ

とによって対応しようとしている姿勢をうかがうことができる。

ただし、これらの対応が効果的なものとなるには、 2節の「イライラ感の高い子どもたちの

生活の特徴」の項でも述べたように、保護者の接し方や会話の内容等を吟味していかなければ

ならない。 I勉強を見てくれるJ I一緒に遊んでくれるJ I朝“おはよう"と声をかけてくれ

るJ I悩みごとを聞いたり相談にのってくれる」等の対応が、小学生ではイライラ感を高めな

い一つの方策として効果が期待できる。中学生は、小学生ほどこのような保護者の対応を期待

していないが、保護者が子どもへのかかわり方に配慮していく際に、子どもの発達段階や気持

ちに寄り添った接し方が大切である。

(%)図20 子どもの揺れ動く心への対応(複数回答)
70 

10・

11111 幼稚園 ‘小学校 1 1 (1)子供への働きかけ
務中学校三全休 日 I 1 (忍耐力の育成・エネルギーの発散等)

(2) 家庭や大人の関わり方の改善

(気持ちゃ話をじっくり聞く・会話を増やす)

(3) 学校や教師の対応への期待

(慢業改善・子どもが好きな教師等)

(4) 地域の在り方を見直す

(地域での社会体験の機会・近所付き合い等)

(5) 社会の在り方を見直す

(受験体制の見直し・マンガやTVの制限等)
(6) どうしてよし、か分からない

60・

40‘ 

30 h 

20 

。
)
 

唱

E
A(
 

(2) (3) (4) (5) (6) (グラフの%は回答数に対する割合を示す。)

4 まとめ

(1 )子どもたちの生活実鵠周査からみえてきた特徴

ア 「寝る時刻が夜中の12時を過ぎる」子どもが全体の 3割、 「朝食を食べないで学校

に行く」子どもたちが小学生で 1割、中学生で 2割に及んでいる。イライラ感の高い

子どもたちは、低い子どもたちに比べて、これらの傾向が強い。

イ 子どもたちの揺れ動く心への対応策として、保護者の 6割は「気持ちゃ話をじっく
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り聞く J [""親子の会話や触れ合いの機会を増やす」をあげているのに対し、 「悩み事

や相談にのってくれない」と回答した子どもたちは全体の 3割に及んでいる。

ウ イライラ感の低い子どもに比べ、高い子どもの方が「家庭でも気が休まらない」と

強く感じており、具体的に、保護者が「家の中でけんかをするJ [""他の子と比べる」

「何から何まで勝手に決めるJ [""暴力を振るう」などがある場合、子どもたちにイラ

イラ感の高い傾向が見られる。

エ 家庭において、 「朝、おはようと声をかけるJ [""良いことをしたら褒めてくれる」

といった関係をもつことは、小学校段階では、イライラ感を助長しない方策として有

効であるが、中学校段階においては、小学校段階ほどの効果は期待できない。

オ 「ホッ」とできる理由について、 「好きなことができるから」と回答した子どもた

ちは、全体の 6割に及んでいる。また、 「一人志向型」の子どもたちは、 「命令され

ないから」といった理由をあげる傾向が高く、 「かかわり志向型」の子どもたちでは

「何でも相談できる人がいるから」をあげる傾向が見られる。

(2)傭妻蔀周査からみた特徴

7 10年前の調査と比較して、子どもの「友達との関係」のことで悩む保護者が増えて

いる。

イ 学年が上がるにつれて、保護者の子育ての悩みは深刻になりがちであるが、身近な

相談相手が少なくなる傾向がある。

ウ 保護者は子どもたちの揺れ動く心の問題を、学校や社会の在り方に原因があると考

えるよりも、保護者自身の子どもとの接し方やかかわり方を変えることで対応しよう

と努力している。しかしながら、その対応については、学年が上がるにつれて、子ど

もの気持ちを正しくとらえきれず、悩む保護者の姿が見えてくる。

<両調査から考えられる朝交と家庭・地域士会との連携>

ア 基本的生活習慣を確立するには、学校だけ、家庭だけで実現するものではなく、地

域社会の協力を得て、三者が一体となっで行ってし1く必要がある。学校は、日常的に

三者の情報交換の機会をつくるなど、子どもたちの生活のありょうを家庭・地域社会

に積極的に提起する必要がある。

イ 学年が上がるにつれて相談相手や機会が狭まる中で、接し方を一律にするのではな

く、相談機関や地域の教育機関と連携するなど、学校が保護者の悩みを受け止める多

様な方法が求められている。学校や教師が保護者の悩みを受け止め、解決に向け支援

できる力量が求められている。

ウ 子どもたちが自信をもち、自らの存在を確認することができるような「心の居場所」

を地域に多様に作り出すことが求められている。学校が地域社会に働きかけ、多様な

人々との出会いの中で、子どもたちが学校で学んだことや自信をつけたことを実践し

ていくことができるような場を生み出していく必要がある。
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学校は子どもたちの揺れ動く心にと‘う対応すればよいか第3章

学校がその対処に悩んでいる衝動的・攻撃的な行動をとる子どもや授業妨害・拒否をする子

どものいる学級では、どのような行動が表れているかを把握するために、教師対象の質問紙調

査及び聞き取りによる事例収集を行った。この章では、教師対象の調査結果及び収集事例の分

析、具体的な事例の提示によって、衝動的・攻撃的な行動をとる子どもや授業妨害・拒否をす

る子どものいる学級の課題と調査時点で有効であった対応について考察する。

教師は、 鳴動的・攻劃句な行動」や「授業母方害・拒否」をどのようにとらえているか

(1 )多くの教師カ丈自分の勤務する明交で、これらの事例に出合っている

過去 3年間に衝動的・攻撃的な行動をとる子ども、または授業妨害・拒否をする子どものい

る学級に出合ったことがあるかを質問したところ、衝動的・攻撃的な行動をとる子どもに出合

高等学校では80%、盲・ろう・

養護学校では50%を超えている(図 1)。授業妨害・拒否をする子どものいる学級に出合った

(自分の学校で経験したり見たりした)ことがあるについては、小学校で、約70%、中学校で60

ったことがあるとの回答が、幼稚園で60%、小学校、中学校、

このことに出合ったことがある教師は、授業妨害・拒また、%弱が「ある」と回答している。

否をする子どもの様相について、小・中学校共に「私語が目立つJr立ち歩き、出入りが多い」

(図 2)。などと回答している
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(2) 教師のとらえている二つの事象の持直長と相違長

衝動的・攻撃的な行動をとる子どもや授業妨害・拒否をする子どもについての背景を、①子

どもに帰属する項目(6項目)、②保護者に帰属する項目(4項目)、③教師に帰属する項目

( 3項目)、④その他マスコミ等に帰属する項目(3項目)、⑤連携・研修の必要性(4項目)

の5つの観点、から質問した。

衝動的・攻撃的な行動をとる子どもについては、①子どもに帰属する項目への回答率が最も

高く、 「我慢する力が育っていないJ I社会的スキルが身に付いていない」の 2項目は80%を

超えている。また、②保護者に帰属する項目で最も回答率が高かったのは、 「保護者のかかわ

り不足」で約70%が選択している。③教師に帰属する項目は、 「子ども理解の不足J I指導が

子どもの実態にあっていないJ I分からない楽しくない授業」の 3項目であり、どれについて

も40%を超える選択率である。⑤連携・研修の必要性については、 「専門機関との連携J I理

解と援助のための研修」を約70%が選択している(図 3)。

授業妨害・拒否をする子どもに対する回答は、衝動的・攻撃的な行動をとる子どもに対する

回答と似た傾向を示している(図 4)。大きく異なっているのは、③教師に帰属する項目への

選択率で、どれも約60--70%が選択している。また、①子どもに帰属する項目のうち「集団の

影響を受ける」は、選択率が20%以上高くなっている。このことから、衝動的・攻撃的な行動

に比べて、授業妨害・拒否の問題では、教師が自分たちの責任としてとらえたり、子どもの集

団の影響性としてとらえたりしている傾向がある。

2 月重動的・攻撃的な行動」と「短期方害・拒否」の様相

(1) i:衝動的・攻撃的な行動」の様相

全校種共通して、教師が悩んでいる子どもの行動は、教師への調査から「思いどおりになら

ないとすぐ怒るJ I物にあたる」などである。こうした子どもたちの行動の特徴として、 「怒

りやすい(興奮しやすい)J I暴力を振るう」ことなどが、多くの事例の中でも指摘されてい

る。衝動的・攻撃的な行動をとる子どもたちは、過度に敏感な一面をもち、自分への他者の働

きかけが少しでも否定的に感じられると、激しい反応を示すものと考えられる。また、自分に

対する否定的な評価への敏感さが、自己肯定感の低さにつながり、そのことがイライラ感を高

め、衝動的・攻撃的な行動につながっているとも考えられる。

(2) i:授業訪方害冨拒否」の様相

全校種を通して、教師への調査の回答から、 「授業中の立ち歩き、教室の出入り」と「授業

中の私語」が、特徴としてあげられる。また、中には、教師への暴言、暴力へと発展している

事例も見られる。授業妨害・拒否に、最初から学級全員が加わることは少ない。少数の子ども

の行動から広がっていくことが多く、数人の子どもたちに同調者が加わって、授業を混乱させ

る状況が生じている。このような状況の中で、学級経営が成り立たなくなる場合もある。学級

の子どもたちの多くはこの事態を解決してほしいと願っているが、授業妨害・拒否をしている

グループへの指導ができずにいる担任に対して、次第に不満・不信を募らせ、混乱が大きくな

る場合もある。
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3 学校はどのように対応しているか

(1 )衝動的・攻撃的な行動への対応

ア 自分の思いどおりにならなL吃瀦しする子ども(持喰1年)
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① この行動の意味するもの

(1) 思いどおりにしたいというこだわりが、イライラ感を助長している

いやなこと、できないことなど自分の思いどおりにならない場面に出合うとイライラ感が高

まり、乱暴な言動をとったり、その場面を回避したりする。また、 A男には教師との普段のか

かわりから、教室から抜け出しても探しに来てくれることを期待している様子が見られ、甘え

たい、教師や友達とかかわりたい気持ちもうかがえる。

(イ) 困難なことを、自分で乗り越える経験が不足している

家庭では、 A男のわがままが許され、親の手助けで何でもできてしまう。学校では手助けが

ないので思うようにいかないことがあり、困難な場面に出合うとイライラ感が高まる。これは、

入学したばかりの子どもに起こりがちな傾向であると考えられる。

② この行動への学校の対蕗

担任から事情を聞いた校長は、すぐに教頭、生活指導主任、学年主任を交えて、 A男が

パニックに陥ったときの対応を協議した。そこで、校長は、パニックに陥った時は、誰か

が落ち着くまで一対ーでかかわり、 A男の言い分を聞くとともにA男が善悪について納得

するよう話してから学級に帰すように指導した。さらに、担任はA男を励ますだけではな

く具体的な場面におけるA男のよさを取り上げ認めていくこと、友達や他の人とかかわる

活動を多く取り入れることなども指導した。 A男は次第に落ち着きを見せるようになり、

母親の方から相談に来た折に、担任がその後の様子を伝えたところ母親はホッとして「こ

のごろ、家でも自分のことは自分でさせています。」と話した。
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③朝交の対応で功を奏したこと

(7) 衝動的・攻撃的な行動の背景や心情の理解を図ったこと

A男の行動の背景やそのときの心情の理解を深めたことで、 A男がパニックに陥ったとき、

A男のイライラした気持ちを受け止めながら、穏やかに丁寧に指導することができた。焦らず、

子どもの心を敏感に感じとり受け止めようとした教師の姿勢が、 A男の成長を促した。

(イ) 教師聞の連携のもとに、衝動的な行動仁対応したこと

衝動的な行動が起きたとき、生活指導主任や養護教諭など、周囲の教師が一対ーで対応の時

間を十分にとったことが、 A男の気持ちを落ち着かせた。また、このことから担任にゆとりが

できて、学級の子どもたちとじっくりかかわり、信頼関係を築いていくことができた。

(ウ) 友達や他の人とかかわる活動を多く取り入れたこと

学習や係活動の中に子ども同士がかかわる活動を取り入れ、 A男が思いどおりにならない時

に少しずつ手をかしながら我慢する経験を積ませ、不安や不満の抑制を身に付けさせていった。

(エ) 欲求をコントロールする力の大切さを保護者に理解してもらったこと

保護者の相談にいつでものれる機会を作り、共に考えていこうとした教師の姿勢が、保護者

の心を聞き、家庭での子どものしつけを見直していくきっかけとなった。

④事例の理解と対応のポイント

(7)思いどおりにしたいというこだわり感の強い子どもは、失敗や困難に出合ったときに

イライラ感が高まり、パニックになる場合がある。同時に人に認められたい、分かつて

ほしいという気持ちももっている。人とかかわる体験を通して、自分のことを分かって

もらった嬉しさゃありのままの自分を受け入れられる安心感を味わわせ、欲求をコント

ロールする力の基盤を育てるとともに、対人関係スキルが身に付くようにする。

(イ)思いどおりにしたいというこだわり感の強い子どもは、家庭での生活で、勝手気まま

な行動が許されている反面、肯定的な受け止めをされないことが少なくない。保護者の

内面にある子育てへ不安や理解の不十分さを指摘するだけでなく、子どもが変容してき

たことを保護者に伝え、共に考える姿勢で支え、子どもの成長を援助していきたい。

⑤ 同様な事例から考えられる課題と対応

(7)安全管理と授業の確保

事例のような衝動的・攻撃的な行動が起こった場合には、子ども自身がけがをしたり

周囲の子どもに危害が及んだりしないよう、子どもの感情を静める。また、他の教師の

協力も得て事態を平静に戻し、授業が確保できるようにする。

(イ)事態発生時の協力体制

事態によっては担任一人では対応が困難な場合が多い。当初から緊急時の体制を確認

しておき、事態が発生した場合、複数の教職員で対応できるようにする。
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イ 自分を表現できず我慢している子ども(れ料交6年)

B男は耳 4年生から続けている地域のバヌケットポールタラプを‘ F中学校受験の勉強

が十亡じ《なるからJ といラ両親の強い勧めに従い‘ 6 年生1~なってやめた。一緒にやって

いた表達にやめた理由を蓄えず\放課後は急いで塾に行《ため r:~ 友達とのかかわりが諌

遠になっていったg 教室で友達が笑い合ったり x ふさ‘政省?ったりじている主ころに近づい

?むいっても、いつの間にか~み為法散っ芯いつでじまヨ。ぞれまで多くの友達に固まれで

いたB勇にとって苛苛:立ちは募る一方だったが市その気持ちをど、のように表現すればよい

か分からずにいた。

ある日w 休み時間‘ B男はミ隣の学級のC男が自分の方を見てひそひそ話をじて!いると

思いミ文句を言おると隣の教室のcltに入ろうとuた。 Aロ付近lこいたD男が主何の用Jと

尋ねても‘ B男が返事をじなかったため‘ D男は F周がたEいなら出でいほJUと市 B男を

掬 lム返じた。その時‘ B男は主何をするんだユ在来持をあげ["u男を押じ倒じx 近〈にあ

ョた椅宰を持ち;主l弘 D男自がけ1J投げつけたs 橋茅は1 幸いD男lこは当たらずおけがはな

かったがミ B男は膏い顔で、肩で患、を Lでいた。

① この行動の意味するもの

(7) イライラ感を抑制することが限界に達している

B男は、両親の勧めに従い、それまでの友達関係から離れ、生活の変化を受け入れて、努力

していた。しかし、この事情は友達に理解されず、孤独に耐えていた。内面には、仲間に戻り

たい気持ち、寂しい気持ち、両親の期待に応えなければならないという気持ち等が葛藤してお

り、自分のイライラ感を抑制することが限界に達していた。

(イ) 友達の言動に不安感を募らせている

友達の輪から外れ、他の子どもとの交流がなくなってしまったため、他の子どもの言動がひ

どく気になり、自分が悪い印象をもたれているのではなし、かと、不安な気持ちが募っていた。

(ウ) 家庭からも心の居場所が失われている

勉強することが第一と考えている両親に対して、自分の率直な気持ちを言葉や行動で表現で

きず、家庭でもホッとすることができなかった。

② この行動に対する朝交の対応

その場にいた隣の学級担任、続いてB男の担任が駆けつけ、二人でB男を抱きかかえる

とともに、倒されたD男の様子を確かめ、泣きじゃくる B男を校長室に連れていき、ソフ

ァ に座らせた。担任は抱きかかえたまま B男が落ち着くのを待ち、校長とともに事情を

聞いて、学級に帰した。

夕方、校長の指示で担任は家庭訪問をし、家庭でのB男の様子を聞くとともにB男の気

持ちを理解しようと、 B男と母親の三人で十分に時間をかけて話し合った。担任はB男の

気持ちを受け止め、人間関係の修復に取り組むことを約束した。
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③朝交の対応で功を奏したこと

(7) 抱きかかえて、興奮がおさまるのを待ったこと

衝動的・攻撃的な行動をとった時の子どもに「どうして、そんなことをしたの」と尋ねても、

答えられないことが多い。極度に興奮し、普段とは異なる心理状態になる場合もある。担任が

乱暴な行動をいきなり叱るのではなく、興奮している状態を素早く見取り、抱きかかえてB男ー

を守ったことが、 B男の気持ちを落ち着かせた。また、その場では必要な指示のみにし、時間

をおいて気持ちを聞き取ったことも、 B男に自分を見つめるゆとりを与えている。

(イ) 抑制しきれなくなったB男の気持ちを理解したこと

家庭訪問によって、 B男の最近の学校での人間関係や家庭での生活について話を聞いた。担

任は、活発で人気のあったB男が孤立し、寂しさと両親の期待に応えねばという気持ちとの葛

藤が続いていることや我慢が限界を超え攻撃的な行動に陥ったことを理解した。担任に受け止

められたと感じたB男は、素直に自分の思いを表現するようになった。

(ウ) 母親にB男の苦悩を理解してもらったこと

B男は、両親の期待に応えようと、大好きなバスケットボールもやめ、塾通いとともに毎日

夜遅くまで勉強していた。睡眠不足に加えて、朝食をとらない日もしばしばだった。担任はこ

れからの学校での指導の方針を伝え理解を得るとともに、母親にB男の気持ちの理解を求めた。

④事例の理解と対応のポイント

(7)子どもは、十分納得していなくても、親が望むことに応えようとする。親に好かれた

い、いい子であると思ってほしいという願いが、本当にしたいことを抑制してしまうこ

とがある。表面に見える衝動的・攻撃的な行動のみに目を奪われずに、内面に蓄積され

た葛藤を理解することが必要である。不安感が限界まで高まると攻撃的な行動となるこ

ともある。抑制しきれなくなって攻撃的になる心理を把握したい。

(イ)興奮しているときのとっさの対応が、後の指導を左右する。行動の激しさに教師も動

転してしまいがちである。この状況に巻き込まれて一方的に行動の非を責めると、子ど

もの心は一層不安になる。周囲の状況を考えながら、穏やかで毅然とした態度でかかわ

ることが大切である。

⑤ 同様な事例から考えられる課題と対応

(7)心を許し合える学級集団づくり

B男のように、友達を失って集団の中で孤独感を味わうことは、大人が考える以上に

自分の存在感を失うような心情になる。担任は、子ども同士がお互いの考えを述べたり

受け入れたりするなどして、心を許し合える学級集団づくりを心掛けるようにする。

(イ)ほどほどに発散できる場の確保

受験などの抑圧からイライラ感を募らせている場合には、気持ちを率直に表現し、適

度に発散することが大切であることを、本人にも保護者にも伝えるようにする。
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ウ 自分の気持ち加里解されず、衝動的・攻撃的になる子ども(中執交l年)
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① この行動の意味するもの

(7) E男の行動の背景が教師や周囲の子どもたちに理解されないままになっていた

教師の目にはおとなしい子どもと映っていたが、養護教諭はE男の行動や他の子どもからの

情報を耳にし、 E男のおとなしい面とカッとなる面があることが気になっていた。どんな時に

カッとなるのか、暴力で何を訴えたいのかが、担任や他の教師にも周囲の子どもたちにも理解

されないままになっている。

(イ) 自分の存在への主張が、衝動的・攻撃的な行動として表れている

この後の事例研究会の折りに、 E男の行動やその背景について話し合いがなされた。 E男の

行動は、周囲の教師や友達に自分の内面が理解されないため、時に衝動的・攻撃的な行動をと

ることによって、自分の存在を表現することが繰り返されるようになったと考えられる。おと

なしそうに見える E男の内面にあるイライラした気持ちを分かつてもらえないことへの反発が、

衝動的・攻撃的な行動として表現されていると思われる。

② この行動に対する朝交の対応

連絡を受けた教頭が、生活指導主任と共に校庭にいた E男をなだめ、相談室に連れてい

き事情を聞いた。教頭は、 E男の言い分を聞き、反省を促すとともに、保護者に連絡を取

り、家庭ではE男の気持ちを十分聞き、今回の行為を反省させるよう依頼した。学校では

翌日、全学級一斉に暴力否定の指導を行った。また、校長の判断で、生活指導主任と養護

教諭が教育相談所に相談し、 E男への理解と反応についてアド、パイスを受けた。 E男は二

日学校を休んだが、教頭と担任の家庭訪問による粘り強い指導に反省の態度を示し、登校

するようになった。初めは学校を非難していた保護者も、少しずつ態度を変化させている。
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③朝交の対応で功を奏したこと

(7) 教職員の連携で事態の収拾に当たったこと

子どもが攻撃的になった時の対応は、一人の教師では難しく、対応を誤ると混乱を大きくす

る。本校では、普段から組織的な対応についての共通理解がなされており、教頭、生活指導主

任を中心にして事態の収拾が図られた。当事者を落ち着かせること、事情を聞くこと、反省を

促すこと、保護者の協力を求めることなどが一連の流れで行われ、混乱を最小限に止めた。

(イ) 暴力は許さないという毅然とした姿勢を全校に示したこと

どんな理由があろうとも、暴力行為は断じて許せないということを、 E男本人のみでなく、

すべての子ども対して厳しく指導を進めた。当初、 E男の行動を恐れ、敬遠する様子も見られ

たが、教師が一致して指導に当たったことで、暴力の被害や防止について子どもの声が聞かれ

るようになり、子どもたちの中に暴力を許さないという姿勢が育っていった。

④事例の理解と対応のポイント

(7)暴力を伴う問題行動は対応を誤ると、ますますエスカレートする。初期の段階から毅

然とした、組織をあげての対応が必要である。背景を見極め、加害者に深い反省を促す

とともに、被害者に対してはその心情に寄り添ったケアが必要である。暴力は一度始ま

ると繰り返されることになりやすい。心情を把握しながらも、あくまで、暴力は許さな

いという姿勢を示していくことが大切である。また、暴力におびえている子どもたちの

一人一人を複数の教師で見守り励ましていく、組織的な対応が必要である。

(イ) E男の行為の背景には、小学校時代から教師や友達、両親にも認められることが少な

く、自己肯定感が乏しかったことがある。子どもを一律に評価せず、よさや可能性を多

面的な角度から評価し、一人一人が自分を肯定的にとらえることができるように指導す

る必要がある。この事例でのE男に対しては、今後、教師がE男と積極的にかかわり、

運動や学習の場でよさを発揮できるようにすることが大切になる。

⑤同様な事例から考えられる課題と対応

(7)子どもの理解と指導についての校種聞の連携

衝動的・攻撃的な行動が繰り返される背景には、子どもへの理解と指導が適切になさ

れないまま進級・進学してきたこともある。子どもに対して一貫した理解と指導が積み

重ねられるよう、学年問、校種間の連携・協力を密にし、子どもの揺れ動く心に一貫し

た働きかけができるようにする。

(イ)子どもの指導についての家庭への発信

子どもの問題に気付いていても、どのように指導してよいか分からないという保護者

が多くなってきている。また、子育てについての価値観が多様化し、学校の方針が理解

してもらえないこともある。学校は、子どもの指導について家庭に懇切丁寧に働きかけ

るとともに、子育てを共に考える機会を積極的に設けるようにする。
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(2) 授業妨害・拒否への対応
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① この事例の背景にあるもの

(7) 子どもの気持ちを理解しない指導が、子どもの反発を生んでいる

規律ある高学年に育てるのがG教諭の担任としての願いであるが、子どもの実態の把握や心

情への理解が十分でないままに、教師の思いを先行させた指導を展開している。それが、担任

の姿勢に違和感を感じていた子どもたちの反発を招き、授業が成立しにくい状況へと向かわせ

てしまった。さらに、 F男の表面的な行動のみに目を奪われて、子どもとの関係を悪化させる

結果となっている。

(イ) 集団の中での一方的な指導が、学級集団全体の反発へと発展している

学級の子どもの多くは、 F男の行動に非があることを知っている。しかしG教諭のF男に対

する一方的な指導が、他の子どもや学級全体の指導でも同じであることを感じ取り、教師への

不信感から学級集団の反発へと発展している。

② この覇列への朝交の対応

子どもに学校の様子を聞いた保護者から、教頭に相談があった。教頭は、校長に報告し

校長がG教諭に事情を尋ねた。 G教諭は疲れ果てた様子で「こんな経験初めてです」と言

った。校長は、 G教諭に学級全体が落ちつくように授業を建て直すこと、子ども一人一人

の声に耳を傾けることを指導した。校長の指示で‘教頭は学年会に出席し、 G教諭の事情を

率直に話し、協力を得るとともに、生活指導部に諮って校内研修会を開くことにした。
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③朝交の対応で功を奏したこと

(了) 教頭と学年が協力して、授業の建て直しを図ったこと

授業妨害・拒否をしている子どもは学級の少数であり、多くの子どもたちは秩序ある学校生

活と充実した授業を求めている。教頭と学年の担任は、協力的指導による授業や学年合同の授

業、子どもたちの興味や関心を引きつける教材の作成などに取り組んだ。その結果、 「どこの

学級も、同じように教えてもらっている」という安心感が子どもたちに生まれ、授業妨害・拒

否に同調する子どもが減っていった。

(イ) 子どもの気持ちを理解するための校内研修会を聞いたこと

校長は、研修会の冒頭で、今回の問題はG教諭の問題だけでなくどの学級でも起こりうる問

題であること、 G教諭のきめ細かな指導は大事であること、指導すべきことはきちんと指導す

べきであるが、子どもの気持ちを考えながら指導することが大切であることを話した。

校長の方針を受けて、話し合いを進めていく中で、子どもの指導に悩む問題が他の教師から

次々と出され、問題を人ごととせず、自らの問題として受け止め、全校あげてこの問題を解決

しようとする雰囲気が生まれてきた。

④事例の理解と対応のポイン卜

(了)不満の積み重なっている子どもが授業妨害・拒否の引き金になることは少なくない。

教師に対する反抗的な言動が見えた時、そのことだけを止めようとせず、こうした行動

に駆り立てられている子どもの内面に目を向けることが必要である。そのために、日頃

から子どもと何でも話し合える雰囲気作りを行う。

(イ)ある学級に問題が生じたとき、学校全体の問題としてとらえる姿勢が求められる。担

任と子どもの関係がうまくし、かなくなった場合、周囲が当該の教師を援助し、関係の調

整を図るとともに、協力的指導や学年合同授業などによって事態の解決を図る。

⑤ 同様な事例から考えられる他の課題

(了)一人の子どもへの教師の指導不足が、周囲の友達の反発を生んでいないか

教師が、反抗的な態度をとる子どもに対して、その子どもに十分な指導ができなかっ

た場合、それに同調する周囲の子どもたちの反発を生むことがある。このように、一人

の子どもの反抗的な態度を指導できないでいると、さらに反発が学級全体へと広がり、

授業が成立しなくなる場合もある。

(イ)教師の感情的な対応が、子どもの反発を増長させていないか

教職経験を積むに従い、自分は子どもの気持ちをくんで授業を進めていると思いがち

である。そのため、子どもの反抗的な言動に出合うと、つい感情的な態度や言葉で子ど

もに接し、子どもの反発をますます助長させていく場合もある。
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イ 榔市聞の指導のギャップにより、学校生活の規範意識が薄れた学級 ω守主校3年)
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①一この事例の背景にあるもの

(1) 言いなりになることが子どもの自主性を育てることではない

子どもの自主性を尊重することは大切だが、まだ子ども同士で十分に相手を尊重した行動が

とれない時、子どもは教師を頼りにして自主性を育て互いを尊重する態度を身に付けていく。

教師は、子どもの行動のモデルとなることをふまえ指導に当たることが必要である。

(イ) 前担任との指導のギ、ヤツプが子どもたちを混乱させる

厳しい指導から放任的な指導へ、あるいは、放任的な指導から厳しい指導へ変わった時、子

どもちには、自分たちだけでは規律を維持できないことに対する不安が高まったり、なかなか

指導に馴染めず不満が募ったりしてくる。どちらにしても、担任聞の指導のギ、ヤップは、子ど

もたちに不安を生じさせ、混乱のきっかけを与えることになる。

② この事例への学校の対応

校内を見回っていた校長が、授業中に教室を飛び出してくる 3年生に気付き、 I教諭に

尋ねたところ、 I教諭は「この頃の子どもはルールが守れない。低学年の指導に問題があ

る」と答えた。校長は、 I教諭に、担任として学校生活のルールをきちんと指導すること

は、自主性を大切にすることにつながると指導した。さらに、校長は、運営委員会で子ど

もの指導の在り方について話した。それを受けて、全教師が力を合わせていくべき事柄が

各教師の指導の違いによって暖昧になっていることが話し合われた。そして、育てたい子

ども像の共通理解を図り、進級の際にギャップが生じないよう学年・学級経営を行うこと

が確認された。
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③朝交の対応で功を奏したこと

(7) 校長が、学校全体の問題として考えるために運営委員会の自覚を促したこと

校長は、まず運営委員会に働きかけている。運営委員会では、校長の意を理解し、この問題

を学校全体の問題として考えるために、自分たちの果たす役割について話し合った。各学年主

任は、学年のリーダーとしての自覚をもち、学年経営を充実させていこうという意欲をもった。

さらに、学年の他の教師に対しての指導の在り方について様々な考えを出し合い、具体策を検

討した。

(イ) 学校で育てたい子ども像を学年会で再度確認し合ったこと

校内では、互いの指導観や指導法について率直に話し合う機会が少ない。この学校では、運

営委員会の話し合いを受け、学年会で学校で育てたい子ども像を再度確認し合った。 3年生の

授業妨害・拒否の問題で教師聞に危機感が生まれていたため、それぞれの学年会では育てたい

子ども像について、原点に立ち返り話し合いが進んだ。また、育てたい子ども像の具現化を図

るためには、学年が足並みをそろえて指導に当たること、学年間に組踊が生じないように情報

交換を密にすることなどを申し合わせた。

④事例の理解と対応のポイント

(1)学校生活のルールや人とのかかわりについての基礎・基本となる指導が、子どもたち

に行き渡ったときに、子どもたちは安心して、互いの自主性や主体性を尊重して活動で

きるようになる。子どもたちは、教師の適切な指導と援助によって学校生活のルールや

人とのかかわり等の基礎・基本を身に付けていく。

(イ)他の教師との指導のギャップに気付いた場合、子どもが安心して学校生活を送るため

にはどうしたらよいかを第一に考える必要がある。事例のように自主性を育てることを

大切にするならば、 1年生から 6年生までの発達段階において各学年でどのような手だ

てが必要かについて全教師で話し合いをもち、学級問、学年間のギャップが生じないよ

うな努力から始めたい。

⑤同様な事例から考えられる他の課題

(1)基本的な学習態度を育てていないと、授業への不満が募るのではないか

「自分は発表したのに聞いてくれないJ rせっかく意見を言ったのに無視された」等

授業への子どもたちの不満は多い。学習を進めていく上の基本的な学習態度が子どもた

ち一人一人に身に付いていないため、授業妨害・拒否が深刻化した事例もある。

(イ)子どもや保護者の声を把握して指導に生かしていないのではないか

授業妨害・拒否の問題においては、子どもの態度・言動や保護者の声からそのサイン

がとらえられる事例が多い。教師が、機会をとらえて子どもや保護者に積極的に働きか

け不満や要望に耳を傾け、一貫した指導が行われるようにしていれば、問題の拡大を防

ぐことができた事例は少なくない。

F
O
 



ウ 糊市の抱え込みにより、授業妨害・拒否カ源刻化した物品作戦交5年)

① この事例の背景にあるもの

(7) 教師聞の人間関係の希薄さが、担任の抱え込みを生む

転任してきたばかりの担任は、教師同士の人間関係も十分に築いていなく、相談できる同僚

もいないため、自分の指導力を問われることを恐れて、子どもの不満や自分に対する不信があ

ることをそのままにし、問題をますます大きくしていった。

(イ) 教師の不安が、子どもや保護者の不安や不信を募らせる

L教諭は、不安な気持ちを募らせるにつれ指導に自信がもてなくなり、子どもたちもそれを

敏感に感じとり、担任に対する不安や不信を大きくしていった。また、保護者も、子どもたち

の声や様子から担任に対する不信感を募らせ、担任に協力するのではなく担任を批判する立場

をとるようになった。

② この事例への朝交の対応

保護者の手紙でこの問題を知った校長は、 L教諭からこれまでの経緯、現在の学級の様

子を聞いた。また、 5年生のけがが多いことを養護教諭から報告を受けていた校長は、養

護教諭から L教諭の学級の子どもの様子について聞いた。養護教諭は、最近L教諭の学級

の子どもたちが頻繁に保健室にくることを報告した。そこで、校長は、 L教諭と同学年の

担任を呼び、学年の協力体制をとること、臨時保護者会を開くことを指示した。
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③朝交の対応で功を奏したこと

(7) 養護教諭の情報をきっかけに共通の話題ができ援助する雰囲気が生まれたこと

養護教諭は、校長の指示を受けて、保健室に来る L教諭の学級の子どもたちが何に不満をも

ち、悩んでいるかをさりげなく聞いた。校長は、その報告をもとに教頭、同学年担任、養護教

諭を交え、担任の悩みを聞くとともに、具体的な解決策について話し合った。職員室で話す四

人に、次第に他の教師も加わり、同じような悩みを言う教師もいて、互いに援助する雰囲気が

生まれてきた。

(イ) 臨時保護者会で、保護者に協力を求めたこと

それまで、 L教諭を批判しがちであった保護者は、 「担任の努力も分かつてほしいJ I皆さ

んのお力をぜひ貸していただきたい」という校長の言葉や担任が話す具体的な学級の実態等を

聞いた。また、学年の教師と養護教諭の協力の様子を知り、子どもの課題についても理解した。

その結果、保護者の中に関係の修復を図ろうという雰囲気が生まれてきた。

④覇列の理解と対応のポイン卜

(7)異動したとき、教師は新たな気持ちで出発しようという意欲をもっている。その気持

ちを大切にしながらも、それまでの指導を過信せず、困った問題の対応については一人

で悩むのではなく、学年や周りの教師に相談して協力を求める姿勢をもちたい。担任の

子どもを理解しようとする前向きな態度が伝われば、周囲の教師も援助しようという姿

勢になる。

(イ)この問題は、いつ誰の身に生じても不思議はない状況にある。特定の個人の能力や特

性に問題があり自分には関係ないこととして済ませることは、問題の解決を遅らせると

ともに教師聞の不信感を生むことになる。ある教師の様子がおかしいと思いながら、見

て見ぬふりをするような態度を戒める必要がある。

(ウ)保護者はいつも我が子の学校生活の様子を気にしているが、それが我が子中心で集団

の中での実態に気付いていない場合も少なくない。問題が生じてから、学校と保護者が

責任を問い合うのでなく、日頃から包み隠さず話し合えるような場を作っておきたい。

⑤同様な事例から考えられる他の課題

(了)協力的指導や合同授業で、何をねらいに指導するかの校長の助言が必要ではないか

多くの事例では、校長が、担任や学年に対して複数による協力的指導、学年合同授業を

行うなど、授業改善を図るよう指導している。しかし、協力的指導や合同授業で、具体的

に何に留意し、どう指導したらよし1かはその学年に任されている傾向がある。

(イ)指導の悩みを気軽に相談できる職員室の雰囲気作りが必要ではないか

問題を抱え込む教師は、なんとか、自分で解決したいという思いから、相談しようとし

ない傾向がある。子どもへの指導の悩みを気軽に相談できる雰囲気作りを全教師で行う必

要があるが、特に、職員室のまとめ役である教頭の役割に期待したい。

-53-



4 まとめ

(1 )ι 子どもの内面の理解に努め、理解に基づいた対応を行う

衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否の問題では、教師の関心が、主に子どもの言動

に向く傾向がある。1"なぜこんな行動をしたのだろうかJ 1"この子の不満は何が原因だろ

うか」等、子どもの行動の背景や原因を探り、子どもの心を理解する必要がある。

子どもの不安・抑うつ感やこだわり感が高くないかどうか、自己を肯定的にとらえてい

るか、友達関係の中で集団からどのように影響を受けているか等の視点から子どもの心の

理解に努め、理解に基づいた具体的な対応策を考えることが大切である。

(2) 子どもたちの友達関係や学級集団の理解に努める

子どもは、友達の中で影響を受けて衝動的・攻撃的な行動をとることもある。また、授

業妨害・拒否の問題においても、一人の行動が仲間に波及し学級全体に広がっていく傾向

もある。教師は、日頃から子ども一人一人の友達関係はどのようになっているか、学級集

団の雰囲気はどうか、どういう不満があるか等、子どもたちの集団における様子を把握し

ておく必要がある。

(3) 校長は、現状をきちんと把握し、見通しをもって問題の解決に当たる

問題発見時の校長のリーダーシップが、問題の解決を円滑に進める鍵を握っている。

校長は、問題発生時には、現状をきちんと把握し現在の問題点を探りだし、教頭や教職

員に的確に指示を出したり、指導・助言をしたりしなければならない。また、何をいつ誰

にさせるか見通しを立てることも忘れてならない。

校長の指示や指導・助言が有効に働くようにするには、校肉体制を見直し、校内研修会

などを通して組織のまとまりを作っていく必要がある。重要なことは、教職員の意識の中

に、他の学級・学年で生じた問題に対しても教職員全体で解決していこうとする意識を醸

成していくことである。

(4) 教職員全員が全校児童・生徒の指導の責任をもっ

問題点の共有化を図り一致した指導方針で指導に当たるためには、おかしいと，思ったら

指摘し合ったり、情報を交換し合ったりできる教職員聞の信頼関係がなくてはならない。

信頼関係があってこそ、一人一人の教職員が児童・生徒の指導に責任がもてる。

そのためには、日頃から指導の悩みなどを気軽に相談できる教職員の人間関係や職員室

の雰囲気作りに、組織の要である各主任を機能させることが重要である。その機能を発揮

させるには、職員室のまとめ役である教頭の果たす役割は大きい。

(5) 保護者には、できる限り率直に事情を伝え、協力を求める-

保護者は、学校で問題が生じていることを子どもから聞くと不安感を抱くことになる。

保護者に不安感を抱かせないためには、教師や子どもの問題点を正確に把握した上で、学

校の状況とともに担任や学年の努力や具体的な解決策などを伝えることが大切である。そ

の際、 「保護者の方々の力をぜひ貸していただきたい」といった、一緒になって解決して

いく姿勢を示すことを忘れてはならない。
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第4章朝交(園)は家庭・雌嚇士会とどのように連携したらよいか

教育は学校だけが責任を負うものではない。学校と家庭・地域社会が手を携えてそれぞれの

教育力を発揮することが必要である。そのためには、まず、学校・家庭・地域社会がそれぞれ

の責任を果たそうと努力するとともに、学校が子どもの問題を抱え込もうとせずに、家庭や地

域社会に積極的に働きかけ、共に解決に当たろうとする姿勢を示すことから始める必要がある。

衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否の問題を解決するために、学級の壁を取り払って問

題解決に当たった例、家庭や地域社会と連携して子育てを考えようとしている例、関係機関と

の連携によって保護者の悩みを解決したり子どもの居場所を広げたりしている例も多く見られ、

これからの学校教育の在り方を考える手掛かりとなっている。

本章では、既に実践されている「学級・学校を開く J r家庭や地域社会と連携するJ r関係

機関と連携・協力する」事例を紹介し、その意義や配慮点を示す。

1 学椴・学校を開く

(1 )校内の連携による学専&懇談会によって保護者が心を開いた事{列
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ア校内の連携による字椴懇絵等の意義

学級内で子どもの問題行動が発生した場合、学級担任としては何とか自分の力だけで解決し

ようとする思いが強く働き、結果として問題の拡大を招いてしまうことがある。問題の拡大を

未然に防止するためには、当該の子どもの心を傷っけないよう配慮しながらも、学級懇談会等

を開催し、保護者の理解と協力を得るよう「学級を開く」姿勢で取り組む必要がある。また、

学級懇談会を開催する場合、問題によっては学級担任一人で対応しようとしないで、事前に校

長、教頭に相談する。また、学年主任、生活指導主任、養護教諭などと連携し、必要ならば出

席を求めて学校全体として取り組んでいる姿勢を示すことが大切である。

問題行動を起こしている子どもの保護者は、自分の子どもや自分が非難されるのではなし、か

との思いを抱いていることがある。このような状況で話し合いを行っても保護者が心を開いて

話をすることは容易ではない。その意味でも、学級担任とは異なった視点で子どもを見ている

養護教諭等も参加し、学校への要望をきちんと聞にとともに、保護者同士が互いに相手を非難

し合うのではなく、共通の問題として対応を考えられるようにする配慮を行いながら、話し合

いの場を設定することが有効である。

イ 本事例における校内の連携による学専脱験会等の効果

事例では、養護教諭は、生徒と面接するほか、校長の指示によって保護者とも面接を繰り返

し、保護者の心を開くための支援を行っている。

養護教諭は、学級担任とは異なり、より客観的な視点で子どもを見ることができる立場にあ

る。子どもの心のケアについても、そのような立場を生かして学級担任や校内組織、校長・教

頭と連携を図りながら役割を果たすことにより、有効な支援を行うことができる。

また、学校と当該保護者との連携だけでなく、保護者同士の連携が必要な場合には、何でも

気軽に話し合える場として、事例にあるように保護者の話し合いの場とする学級懇談会などを

開催することにより、心を聞き合うことが可能となることがある。

ウ配慮すること

(7)研修会等を実施して、子どもの心を癒すことの重要性を全員で確認し取り組む。

(イ)学級担任は、子どもの行動等についての情報を一人で抱え込むのではなく、日常的な情

報交換を行うよう努める必要がある。

(ウ)学級以外の場における子どもの行動の変化や子どもが表現する小さなサインも見逃さな

いために、養護教諭、事務主事、主事などからの情報を受け止める校内体制を確立する。

そのため、各学年会や生活指導部会、教育相談部会等に必要に応じて養護教諭等が参加し、

各学級担任と情報の交換を計画的に行うようにし、校内組織を活用して組織的に対応でき

るようにしておく。

(工)保護者会や学級懇談会を開催するに当たっては、事前に当該の保護者や運営の中心とな

る学級PTAの役員とも十分話し合い、当該の子どもや保護者の心情に十分配慮し、人権

を尊重する運営が確保できるよう準備しておく。
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(2) 授業公開制出或の人の協力によって、子ど.ものよさを発見した事{列

C区では家庭や地域のAたちの学校内の理解を促進するためは高学校公開週間を設けた司

保護者のみならず往民市近隣の幼稚園・保育園高小・中学校高高等学校の教職員にも公開

じ， 1週間にわたり始業時から手ど、もの下校時までの様子を参観じでもらうことにじた。

D小学校で、ほ有地域lご住んで、いる多との方が学殺を参観lご来花。その中の一λが校長室

に立ち寄り対 主普からの遊びをま認知つでいるので、何かお役lこ立定jることがあればJ と申

じ出をじて婦っ詑g 昔遊びが年間計画にあった 5年生が早速湾学校裁量の時聞にお手玉作

りの指導を依頼Lた。

担任の指導を無視することが多かったE乎はミその方に主あなた本当に器用だわね。主

手だからもう一つ家宅待つぜごらんJと言われ;‘材料を別に渡された坦伐の目、 E宰が家

で、作ヵた作品を自にじた担径は‘ Fよ《で、きているi司すご、k¥Jと称費じた。こので、きごと

があって!から‘ Eヨミとi担任の関絡は次第lご良好になりx 援業中の担任の話は耳を傾けるよ

うになった。

ア授業公開制也域の人の協力の意義

(7)日常の教育活動を地域の多くの人に実際に見てもらうことで、学校教育に対する理解を

深めてもらうことができる。また、学校にとっては、ふだん気付かないことを、参観者の

感想や意見から客観的に把握できる機会とすることができる。

(イ)教職員及び子ども、地域に住んでいる人たちが相互に顔見知りとなり、相互の協力関係

を緊密にしたり、地域における触れ合いのきっかけとなったりする。

(ウ)教職員の力だけでは十分な指導ができにくい学習内容について、地域の人の協力を得る

ことによって、子どもの学習意欲を喚起しやすい指導が可能となる。

イ 本覇列における授業公開制也域の人の協力の効果

(了)保護者や地域の人は、区内のどこの学校(園)も参観できたことで、それぞれの学校・

学年・学級などの特色や違いを理解することができた。

また、初めて小・中学校に入学する子どもをもっ保護者にとっては、学校の様子や子ど

もの様子を自分の目で確かめることができ、安心感をもつことができた。

(イ)教師と見方や立場の異なる地域の人たちが、子どものよさを発見し、学校がそれを生か

した教育活動を行うことにより、教師と子どもとの信頼関係が深まった。

ウ配慮すること

(了)学校公開週間は学校の実情に応じ、数日間ずつ学期ごとに分散したり、土曜日や日曜日

を組み込んだりして、地域の人が参加しやすい工夫が必要である。

(イ)参観者の声を生かすため、アンケー卜等の工夫をする。できれば、参観者の不安や心配

事の相談窓口や学校への提案窓口を置くのもよい。

(ウ) 1""どのような人が学校に入ってくるかわからないので、安全面で心配だ」という声に対

しては、 PTAの協力を得て、受付を設けるなどの工夫をする。

(エ)広報活動は、役所の広報紙や町会等の回覧板を用いて、地域の人に周知する。
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2 家庭料出掛士会と連携・協力する

(1 )教師が保護者の悩みを受け止め、相談機関と遇聾した事例

じ

と

こ

。

で

後

は

約

と

ら

と

市

た

、

心

日

内

を

る

散

っ

は

じ

一

安

数

庭

と

得

き

待

男

請

が

o

{

家

こ

を

ま

を

E

要
者
た
は
く
基
一
口

を

の

。

を

護

‘

し

一

任

い

助

包
一
(
る
る
一
力
保
畳
一
口
担
で
ら
。

一

民

ま

い

協

定

一

勤

。

勺

か

た

文

静
γ

定

。

の

じ

を

た

図

場

h
u

ミ
ミ
ト
ト
ト
u

…
た
庭
話
…
-
と
き
を
立
議

り

え

は

い

…

家

主

こ

で

決

な

協

た

き

る

窓

は

1
1
4

る

じ

解

約

を

、

げ

抑

止

き

も

《

あ

告

の

問

応

投

に

《

芯

ー

と

い

も

報

題

導

対

を

う

闘

っ

と

定

法

を

間

市

の

…

子

一

去

を

な

る

め

一

方

と

の

じ

で

橋

記

話

記

す

止

る

こ

男

閉

じ

ら

抱

で

じ

を

は

け

た

F
訪

と

が

を

頭

激

…

明

柑

賞

受

っ

て

を

殺

な

体

教

が

一

説

を

を

行

つ

関

学

、

げ

の

と

動

況

男

談

に

A
白

機

で

あ

一

男

経

行

状

F

相

談

じ

談

え

を

F

湘

一

に

判

で

で

紺

力

相

伝

芦

が

で

第

り

体

関

に

協

と

に

栄

一

任

室

波

長

-

塗

機

関

も

者

師

中

担

…

別

市

を

校

談

機

後

護

教

業

は

ミ

り

絡

学

相

談

今

保

の

授
時
、
め
…
お
一
連

F

育

相

羽

は

一

年

‘

の

求

芯

に

じ

教

育

d

し
…
在
学

は

そ

を

じ

者

談

窓

教

解

担

問

男

。

一

力

返

護

相

せ

の

一

一

理

市

や

F

る

協

hu
保

と

併

隣

を

後

長

の

あ

に

繰

は

…

頭

司

遊

悩

の

校

生

が

員

を

任

教

…

た

く

苦

そ

を

年
:
主
教
と
湘
一
市

ι
そ

の

。

粟

4

こ

の

こ

三

長

ほ

っ

一

親

た

結

絞

る

楢

…

訟

で

校

う

さ

…

一

母

つ

判

学~一一
t

山

市

う

こ

は

ま

は

る

A
口
に

小

り

は

よ

そ

一

任

る

一

親

よ

け

じ

も

た

も

の

担

き

母

お

一

一

康

志

ア相談機関と連携する意義

子どもの健やかな成長のために学校(園)と家庭が連携を深めることは重要なことである。

特に幼稚園には、地域の子育て支援センターとしての役割が期待されている。しかし、家庭内

の問題や子育ての悩みなど担任には相談しにくい内容もある。こうした悩みについては、相談

機関等の専門機関と適切に連携が取れるよう、日頃からの関係を築いておくことが大切である。

イ 相談機関と連携する効果

事例では、子どもの保護者に相談機関を紹介するとともに、担任も保護者と一緒に相談機関

を訪問して助言を得るなど、学校として組織的に協力し合う取り組みを進めることにより、子

どもの指導についての見通しをもつことができるようになった。このように、問題により適切

な専門機関を選択することにより、問題解決の糸口を見出すことができる。

ウ配慮すること

(7)学校の中で相談機関の情報を共有する

保護者に相談機関の紹介をするには、相談機関の事業内容、所在地、電話番号等の情報

を整理し、誰でもが検索できるようにし、情報の共有を図るようにしておく必要がある。

(イ)相談機関を紹介した後も、担任等が紹介先と連絡を緊密に取り、連携を図る

相談機関などを紹介する際、子どもや保護者が見放されたという感情を抱かないよう、

学校も従来どおり指導を続はることを伝える。また、紹介先の相談機関と連絡を緊密に取

り、共に解決のための努力を続けることが重要である。

(ウ)相談機関と連携することにより、子どもの姿を多面的により深く理解することに努める

子どもは学校における集団の中で示す姿と、家庭や相談機関で示す姿とが異なることが

多い。このことが、連携を進めるうえで誤解を生む原因となることがある。どちらの姿も

子どもの一面と考え、相談機関からの情報も取り入れてより深い子ども理解につなげたい。
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(2) 地域lこ情報を剰言し、地域の声を受信して朝交改善に生かした事例

G桶学校窓lま‘家庭号当地識におほる;~事どもの実態市学校慌の要望司提案起き!の情報を得

jる 1lli.~耳学校;便担を活用道!?iるこ迭はじ提唱

時繰のあいさ"ヨ訟ともはや泌耳学校:の実情を知想定もらるために F最近司授業ほ諮問窓居

眠弱;明私語を!;平気でする生績が多記耳時院は授業が;成却益法起いタラスがおります司現在

己@問題lζ塗教職員窓取り組ーんで、いますJといるまる揺話事を積極的ほ取担UEiJf廷。

学校;便担は耳挙区識の町議・自治護団覧援を通lt.窓:金世帯窓読i注j窓もらえるまきはじ判

読みだ感想;や学校誌の提案提をの情報をi~.事 iる主挙様?のもものさF紙』欄をi設は?おまた霞選窓お

おま総括い三迭を知b.越市:学殺の住所有:電話番勢市 7&.+ツタ 3長選琴をi載珪!詑s

最樹のる!創立主連綾lζま:己分かる授業をや想定的語いからだ』と;か市 主授業損市地域?恋

きる坊主主主績がいjるのを学技l主知設定いるのがヨ訟を、の苦情や指摘が多おヲ詑s 教員かiら
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ア地域に情報を到言する意義

(7)学校が抱える問題や子どもの実態などを積極的に知らせることで、現在の子どもたちの

変化や現状を地域の人に理解してもらうことができる。

(イ)これからは、保護者や地域の人とともに学校をっくりあげていく時代である。したがっ

て、学校から情報を発信するだけでなく、地域からも情報を発信してもらうことで学校運

営に生かすことができる。

イ 本事例における地域に情報を到言する効果

(7)学校に寄せられるものは、どんなさ細いなことでも誠実に応えていくことで、一方的な

学校への要望や批判が減り、学校改善に役立つ意見や提案が次第に多くなった。

(イ)子どもの苦情、担任への苦情などは、 「そういう見方をすれば確かにそうである」と納

得できるものが増えてくるようになった。また、学校に対する見方が様々にあることを教

職員が知り、相手の立場に立って考えたり、対応したりすることができるようになった。

ウ配慮すること

(7)情報化時代のこれからは、受信・発信の両方ができることが望ましい。いろいろな苦情

や意見などは、学校に対する発信のーっとしてとらえ、それを知らせてくれる手紙、電話、

ファックスなどは、アンテナのーっと考える。

(イ)学校にとっては、外部に情報を発信することをためらう内容も出てくることがあるが、

発信するかどうかについては、保護者や地域の人とともに子どもを育てるという観点から

検討し、結論を出す。

(ウ)地域から寄せられるものには、生徒の名前が出てきたり、保護者、家庭の様子などの個

人情報にかかわる場合もあるので、対応には十分留意する。
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3 関係機関と連携・協力する

(1 ) アドバイザリースタッフと連携し、子どもの心に働きかけた事例
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ア アドバイザリースタッフ等の活用の意義

子どもの中には、学校生活や家庭生活の様々な要因から、周囲に対して心を閉ざ、してしまう

者もいる。このような子どもには、教職員が連携して心を開くための努力をすることは重要な

ことだが、心理学の専門家等学校外の力も得ることにより、一層の成果が期待できる。

イ 本事例におけるアドバイザリースタッフ活用の効果

本事例では、専門家スタッフが校長等に対して、子どもの問題について、個や集団の心理面

からの助言を行い、学級担任勺意識を変えることによって、子どもの変容をもたらした。アド

バイザリースタッフは、臨床心理学や精神医学の専門家と教育や心理などを専攻する大学生・

大学院生からなっており、要請に応じて学校や家庭を訪問し、心を開く援助を行っている。特

に学生等スタッフは、継続的にかかわることにより、問題解決への有効な手だてのーっとなり

得る。

ウ配慮すること

(7)外部の専門家等に依頼することと学校側が担うべきことを、事前に全教職員で共通理解

を図るよう打ち合わせておく。

(イ)子どもと個別にかかわることによって、該当する児童・生徒がストレスを感じたり、周

囲から特別な見方をされないように配慮する。

(ウ)子どもへの理解や指導方法等について、随時関係者で話し合うようにする。

(工)結果や効果を短期間で求めようとしないで、子どもの変容の過程を大事にする。
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(2) 校内活動の経験を地域の活動に生かし、社会体験を広げ.た事例

ア地域の関係団体と連携する意義

子どもたちの揺れ動く心の問題をめぐり、学校、家庭以外にも広く子どもたちの「心の居場

所」の創出が求められている。そうした中で、学校が地域の関係団体と連携していくことの意

義は、子どもたちが学校で学んだことや自信をつけたことを実践してし1く場を地域に作り出し

ていくことにある。

イ本事例における地域の関係団体と連携する効果

(7)この事例では、学校の授業では必ずしも力を出せなかった生徒が、部活動で身に付けた

特技を地域の関係団体が実施する取り組みにおいて発揮することで、地域のリーダーとし

ての自信を持ち、生き生きと成長してし、く姿が見られる。

(イ)地域で生き生きと活動する我が子の姿を見た保護者が、子どもに対するそれまでの見方

を変えていくきっかけをもっとともに、子どもとの日常会話においても、子どもの興味・

関心に沿った話題を増やしてし1く効果をもたらしている。

ウ配慮すること

この事例が成功している要因のーゥは、子どもたちの校内活動の成果を連携の中核に据えて

いることである。地域との連携を考える際、概してその視野は学校外の活動や場を探すことに

終始しがちである。しかしそれでは、体験をさせていただくといった受動的な姿勢に止まるこ

とが多い。学校側として主体的な連携を求め共働関係を築くことが、今後の地域社会や関係機

関との連携を進めるうえで特に配慮したい点である。



第 5章提言と今後の課題

1 本年度のまとめと提言

本年度は、子どもたちの衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などの問題の解決を目指し、

子ども、教師、保護者へのアンケート調査、学校(幼稚園を含む)からの聞き取りによる事例

収集を行い、子どもたちの揺れ動く心の実態や背景、行動への対応策等を検討してきた。

ここでは、研究の結果を基にして、各学校(園)と家庭に向けて、次の提言をしたい。

(1 )学校と家庭への提言

ア 子どもたちが、イライラしたりムカついたりするなどの心の背景には、不安・抑うつ感

やこだわり感が高いこと、自己肯定感が低いことなどがある。

D 教師と保護者は、子どものサインを受け止め、子どもを支える。

(1)子どもが不安を高めていたり、落ち込んでいたりしないか、こだわりが強い傾向がな

いかなどの心のサインに目を向けて対応する。また、子どもがイライラしているときに

は、安易な励ましよりも安心感を与えるような働きかけに努める。

(イ)自己肯定感を高めるために、子どもを一面的に評価したり過剰な期待をかけすぎたり

せずに、子どもが自分は認められている、理解されている、自分にもよさがあると思え

るように支えていく。

イ 子どもたちがイライラしたりムカついたりした時の対処の仕方は、我慢するなどの抑制

的な対処が多いが、抑制的な対処ではイライラ感が解消されにくく、友達とおしゃべりを

したり運動で汗を流したりするなど、ほどほどに発散することが有効である。

2) 教師と保護者は、子どもの感情を受け止め、体験や自己表現の場を拡大する。

(1)幼児期から、発達段階に応じた遊びゃ人とのかかわりを体験させ、感情をコントロー

ルする力を育てるとともに、自己表現のスキルを身に付ける場や機会を積極的に設ける。

(イ)衝動的・攻撃的な行動をとる子どもに対して、まずその行動を制止することは当然で

あるが、次に子どもの言い分を聴きながら子どもの感情を受け止め、行動のきっかけや

要因を把握する。

ウ 「寝る時刻が夜中の12時を過ぎるJ i朝食を食べないで学校に行く」などの子どもたち

の中に、イライラ感の高い傾向にある子どもたちが多い。

~ 学校と家庭が協力して、子どもが基本的な生活習慣を身に付けるようにする。

(1)学校は子どもの基本的な生活習慣が定着するように、家庭や地域社会に積極的にアピ

ールし、共に考えたり、取り組んだりするための場とアイデ、イアを提供する。

(イ)保護者は、家族全体が夜更かしをしない、一緒に食卓に向かうなどを心掛け、子ども

が基本的な生活習慣を身に付けるようにする。
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エ 保護者が「家の中で喧嘩をするJ r暴力を振るう J r他の子どもと比べるJ r何から何

まで勝手に決める」などがある場合には、子どもたちはイライラ感が高くなる傾向があるo

e 学校と家庭が協力し、子どもの気持ちに寄り添い、子どもの居場所づくりに努める。

(7)保護者は、過保護や過干渉、暴力、他の子どもとの比較などによって子どものストレ

スを増幅しないようにし、子どもの気持ちに寄り添った姿勢をもっ。

(イ)学校は、子どもに対する評価の観点を広げ、子どものよさや可能性を積極的に家庭に

伝える。

(2)掛かの提言

ア イライラ感の高い子どもたちは、一人ではやらないことでも皆と一緒だとやってしまっ

たり、友達がムカついていると自分もムカついたり、友達が自分をどう思っているか気に

したりするなど、周囲の子どもたちから影響を受けやすい。

D 教師は、集団の影響を理解し、子どもが主体的に行動できる雰囲気をつくる。

(7)子どもたちは個の場面と集団の場面では異なる姿を示すことがある。どちらの姿もそ

の子どもの実態としてとらえ、総合的に子どもへの理解を深める。

(イ)教師は、子どもが集団に影響されず、主体的に判断し行動できるよう、幼児期から自

分の考えに基づいて行動する機会を増やす。

イ 衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などが起こった場合には、校長が問題解決のた

めにリーダーシップを発揮することが何よりも重要である。

2) 校長は、自ら状況を把握し、見通しをもって問題解決に当たる。

(7)校長は日頃から、教師の指導や子どもの生活などの実態を把握し、学校の課題を確か

めておく。

(イ)問題が起きたとき、校長自らが状況を把握しぐ具体的な方針を決め解決のための組織

づくりを行うとともに、教師を支え、解決への意欲をもたせる。

(ウ)校長は自ら保護者や地域に働きかけ、周囲の不安を取り除き、信頼の回復に努める。

ウ 衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などの問題は、教師一人の力では解決が難しく、

全校体制での対応が必要である。

② 教師は、自分の学級の子どもだけでなく、学校全体の子どもを育てる姿勢をもっ。

(7) 日頃から育てたい子ども像の共通理解を図り、指導の足並みをそろえるようにする。

(イ)問題が起こる不安があるとき、悩みや不安を自分だけで抱え込もうとせず、上司や同

僚に相談する。

(ウ)問題が起きたとき、特定の個人の問題として傍観するのではなく、各人が問題解決の

ための役割を見いだし、協働する。
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エ 授業妨害・拒否の行動は、教師の一面的な指導や放任型の指導への反発、指導力の不足

などから起こることが多い。

:4> 教師は、これまでの教育観や子ども観を見直し、指導の改善を図る。

(7)子どもの行動の意味や背景を深く理解し、共感的な対応を心掛ける。

(イ)日頃から、だれもが授業を参観できるように心掛けるとともに、研修会に参加するな

どして自分の指導を振り返る。

(ウ)教師相互の指導方法の違いを認め合い、それぞれのよさに学び、指導力を高める。

(工)子どもや保護者の声をよく聴き、これらの声を大切にして改善に生かす。

オ 10年前と比べて子どもの友達関係で悩んでいる保護者が増えている。また、保護者は、

子どもたちの行動の原因の多くは、家庭の子育てや生活の在り方にあると考え、子どもへ

のかかわり方を改善する必要があると考えている。

ID 学校は、保護者の声をよく聴き、子育ての相談ができる場や機会を提供する。

(7)学校は、まず、保護者の不安や不満、悩みなどの声を、よく聴き取るようにする。

(イ)学校は保護者に対し、保護者同士の仲間づくりや学校や関係機関への気軽な相談を促

すとともに、日頃から子どもの変化について保護者に伝えるようにする。

(ウ)学校は保護者相互の意見交換の場や機会を設定し、保護者が子どもにどのようにかか

わったらよいかを具体的にアドバイスし合えるようにする。

カ 家庭・地域社会との連携を進めている学校の事例では、子どもの問題を共通のものとし

て考えることによって、多くの成果が生まれている。

⑤ 学校は、聞かれた学校を推進し、家庭・地域社会との連携を深める。

(7)学校は、家庭・地域社会に向けて学校の方針を示し、学校公開週間や協議の場を設け

理解を求めるとともに、家庭・地域社会の声をよく聴き、学校改善に生かす。

(イ)学校は、地域の人々との協力や施設の活用、関係団体との連携などにより、子どもの

活動の場や機会が多様になるよう工夫する。

2 今後の課題

本研究は、次年度も継続する。次年度は、以下に示す残された課題を中心に研究を深め、

「子どもたちの揺れ動く心と学校の在り方」について、問題の解明と提言をより具体的に行う

とともに、積極的に情報を発信できるようにする。

(1) 本年度行った子どもへの調査を、子どもの行動観察や面接調査などに発展させ、衝動

的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否の行動などの背景となる心理をより確かに把握する。

(2) 学校(園)からの事例収集に加え、子どもの姿を直接的・継続的に観察し、衝動的・攻

撃的な行動や授業妨害・拒否の行動などの予防や防止の対応策を、より具体的に究明する。

(3) これからの学校教育を視野に入れ、授業改善や家庭・地域社会との連携・協力に関する

事例を幅広く収集し、子どもの心をはぐくむ学校(園)の在り方を具体的に提言する。
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0 東京都立教育研究所 11rいじめ問題」研究報告書一いじめの心理と構造をふまえた解決の

方策一Jl1998年

O 東京都立教育研究所 11rいじめ問題」研究報告書一いじめ解決の方策を求めて一Jl1996年

O 最近の思春期児童の行動に関する専門会議『最近の思春期児童の行動(キレる子現象)

に関する専門家会議報告書』 東京都

文部省教育白書『我が国の文教施策』

『子供問題世論調査Jl 1998年

明石要一他「中学生の“イライラ感"に関する研究」

覧献

1998年

文考参

1998年

NHK 

0

0

0

 

千葉大学教育学部教育相談セン

1998年

小児の精神と神経vol. 36 

モノグラフ中学生の世界vo1.61 

「神戸の事件、中学生のナイフ問題からみた児童思春期のメンタルヘルスにおける予測の

問題」公衆衛生研究vo1.47 1998年

辻井正次他「母親の認知した家族関係と子どもの精神的健康」

1996年

堀洋道他『心理尺度ファイル』

村田豊久他『児童・思春期の抑うつ状態に関する臨床的研究11-CDIを用いての検討』

厚生省 1988年

『規範感覚の崩れをめぐってJ

1986年

鳴門教育大学研究紀要

現代と教育vo1.35 桐書房

現代と教育vo1.36 桐書房 1997年

現代と教育vo1.38 桐書房

いまどうたち向かうか』

桐書房 1997年

ベネッセ教育研究所

1997年

1996年

タ一年報

松田伯彦他「し、じめの教育心理学的研究illJ

「クラス崩壊

1995年

1997年

桐書房

1998年『キレる・ムカつく』

0

0

0

0

0

0

0

0

 

その時父母は教師は」

「ムカつく日常からの脱出」

「大人の知らない子どもの異界」

村山士郎『ムカつく子ども 荒れる学校

村山士郎「フツーの顔をしたあぶない子どもたち』

。
1994年垣内出版。

。
ベネッセ教育研究所モノグラフ中学生の世界vo1. 24 。

秋葉英則、松浦善満、坪井祥、藤原政俊『学級崩壊からの脱出一教師412人の実態調査』。
1998年フォーラム・ A

教育出版 1998年

朝日新聞社 1998年

宏『授業崩壊への学校経営的アプローチ』

-65ー

『子どもがわからないJlAERA臨時増刊

小島。
。
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